
日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
10/28 10/29 10/30 10/31 11/１ ２ ３

菊人形・菊まつり
～15日まで
9:00 ～
菊池市民広場
３・４カ月児健診　
13:10 ～13:30

（受付）七多セ

３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ
菊池支部文化祭
19:00 ～菊文館

泗水秋まつり
9:00 ～
孔子公園
旭志支部文化祭
9:30 ～旭　公
菊池支部文化祭
17:30 ～菊文館
ほの宵まつり
18:00 ～
菊池市民広場ほか

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
七城支部文化祭
12:30～七　公
菊池支部文化祭
13:00 ～菊文館
ほの宵まつり
18:00 ～
菊池市民広場ほか

健康相談 
9:30 ～10:30

（受付）泗支所
アットホーム「マタ
ニティ」（母親学級）
13:15 ～13:30

（受付）菊中公

すくすく講座
10:30 ～児童セ
１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗　公

ママとレッツ・ダン
ス10:30 ～児童セ
６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家

３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館

菊人形菊まつり肥後古
代の森ウオーキング
9:00 ～（受付）
菊池市民広場
パパ、一緒に遊ぼう！
10:30 ～児童セ
きくちおはなしのも
りかい
10:30 ～菊公図

しすいっ子童話会
のおはなし会
11:00 ～泗　図
ほの宵まつり
18:00 ～
菊池市民広場ほか

11 12 13 14 15 16 17
菊少まつり
10:00 ～
菊池少年自然の家
ほの宵まつり
18:00 ～
菊池市民広場ほか

育児相談 
9:30 ～10:30

（受付）西部セ
健康相談 
9:30 ～10:30

（受付）菊中公

年金出張相談 
10:00 ～15:00

（要予約）菊中公

弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）泗支所
すくすく講座
10:30 ～児童セ
６・７カ月児健診　
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

ママとレッツ・ダン
ス10:30 ～児童セ

３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館
男女共同参画専門
委員相談
13:30 ～16:30　
菊中公

おたのしみかい
10:00 ～菊公図
健康づくり大会
13:00（受付）泗　ホ
古典を楽しむ会
14:00 ～泗　図
ほの宵まつり
18:00 ～
菊池市民広場ほか

18 19 20 21 22 23 24
竜門ダムウオーキング
8:00 ～（受付）
竜門ダムヘリポート
おたのしみ会
14:00 ～泗　図
ほの宵まつり
18:00 ～
菊池市民広場ほか

健康相談　 
9:30 ～10:30

（受付）旭支所

育児教室
9:30 ～10:00

（受付）西部セ
認知症サポーター
養成講座
14:00 ～菊福館

すくすく講座
10:30 ～児童セ

ママとレッツ・ダン
ス10:30 ～児童セ
ほの宵まつりフィ
ナーレイベント
18:00 ～
菊池市民広場

きくちの灯り万華
灯
17:30点火
菊多Ｇ

としょかんまつり
10:00 ～泗　図
きくちおはなしのも
りかい
10:30 ～菊公図28

弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）七多セ
行政無料相談
10:00 ～12:00
七多セ
すくすく講座
10:30 ～児童セ
認知症介護家族の
つどい
13:30 ～15:30
菊中公

25 26 27 29 30 12/1
軽トラ朝市 
7:00 ～12:00
迎町・中央通り・立町
第８回
水源食の文化祭 
13:00 ～15:00
きくちふるさと水源
交流館

健康相談 
9:30 ～10:30

（受付）七多セ
納税相談夜間窓口
～30日まで
～20:00徴税課

もの忘れ相談
13:00 ～16:00
菊中公
２歳６カ月児
歯科健診
13:10 ～13:40

（受付）菊文館

ママとレッツ・ダン
ス10:30 ～児童セ
１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗　公

12/2 12/3 12/4 12/5 12/6 12/7 12/8
健康相談 
9:30 ～10:30

（受付）泗支所
アットホーム「マタ
ニティ」（母親学級）
13:15 ～13:30

（受付）菊中公

６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家

すくすく講座
10:30 ～児童セ
６・７カ月児健診　
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

３・４カ月児健診　
13:10 ～13:30

（受付）七多セ

３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ

肥後古代の森ふる
さと歴史探訪
9:00 ～15:00（予定）
菊池市役所集合
第７回菊池市人権
フェスティバル
9:00 ～菊文館

編
集
後
記

菊文館 菊池市文化会館
菊中公
菊公図

菊池市中央公民館
菊池中央公民館図書室

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
健相室 健康相談室
菊多Ｇ
菊福館

菊池公園多目的グラウンド
菊池市福祉会館

七支所 七城総合支所
七多セ 七城多目的研修センター
七　公
七公図

七城公民館
七城公民館図書室

七総Ｇ 七城総合グラウンド
旭支所 旭志総合支所
旭多セ 旭志多目的研修センター
旭憩家 旭志老人憩いの家

旭　公
旭公図

旭志公民館
旭志公民館図書室

泗支所 泗水総合支所
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

泗福セ 泗水地域福祉センター

七多セ七多セ七多セ11H24.
行事予定
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選手たちの汗と涙に感動！ 笑
顔
も

豊
作
。

菊池人

みんなでつくった最高の最終章
第 67 回熊本県民体育祭菊池大会

最後の運動会フォトメモリーズ 学
校
統
合
を
来
年
に
控
え
る
水

源・
迫
水・
龍
門・
河
原
小
学
校

の
最
後
の
運
動
会
が
あ
り
ま
し

た
。ど
の
学
校
で
も
子
ど
も
た
ち

は
全
力
疾
走
。負
け
じ
と
頑
張
る

大
人
た
ち
や
仲
間
の
姿
に
は
全

力
で
応
援
。勝
負
に
一
喜
一
憂
し

な
が
ら
、地
域
の
人
た
ち
と
一
緒

に
全
力
の
笑
顔
を
振
り
ま
い
て

い
ま
し
た
▼
今
年
で
最
後
と
思

う
と
寂
し
い
限
り
で
す
が
、未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、新

し
い
学
校
で
新
し
い
仲
間
を
た

く
さ
ん
つ
く
っ
て
、こ
れ
ま
で
以

上
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
大
き

く
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

▼
菊
池
市
民
広
場
再
整
備
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、参
加
し
た
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
や
ア
イ
デ
ア
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。市
民
の
広
場
で
す
か
ら
、

市
民
に
愛
さ
れ
利
用
さ
れ
る
広

場
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。個
人

的
に
は
あ
ん
な
の
や
こ
ん
な
の

が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
…

ど
ん
な
広
場
に
な
る
の
か
、今
か

ら
と
て
も
楽
し
み
で
す
。　
野
中

松永鎭さん
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9 月末の人の動き

人口：51,355 人 
男性：24,679 人 
女性：26,676 人
世帯：18,383 世帯 

（対前月比）
（－ 24）
（－ 8）

（－ 16）
（＋ 5）

菊池人
松永　鎭さん
選手たちの汗と涙に感動！
第 67 回熊本県民体育祭菊池大会
みんなでつくった最高の最終章
最後の運動会フォトメモリーズ
TOPICS
宝くじ助成事業で区用備品を整備／「城山の日」清掃活動が行
われました！／第 13 回斑蛇口湖ふれあいレガッタ／第 14 回
熊日旗菊池市民ナイター野球大会／絵手紙を添えて配食サービ
ス／福本阿弥陀堂石造如来坐像が文化財に指定されました／菊
池市軟式野球連盟会長旗争奪少年軟式野球大会／菊池市民広場
の未来をみんなで語ろう！ワークショップ開催／第２回泗水ち
びっこ野球大会／夜間の事故を防止　高齢者交通安全教室／第
28 回高森町招待剣道大会／仕事を体験してみよう！泗水中学校
生徒職場体験／菊池さくら保育園の園児が交通安全のお守りを
配布／菊池市消防団が老人福祉施設を慰問

社会を明るくする運動作文発表
国民年金情報
はい！こちら菊池市消費生活センターです！

健康だより
すこやか子育て健康情報～感冒（インフルエンザ）～
インフルエンザ予防接種／子宮頸がん検診はお済みですか？／
歯ッピーキッズ

文芸きくち
図書だより

シリーズ菊池遺産／人権同和教育シリーズ
菊池夢美術館情報／わいふ一番館だより
ふるさと緑の便り　菊池グリーンツーリズム
こんにちは金です

情報つう
▼お知らせ
秋期狂犬病予防集合注射と犬の登録受け付けを行います／ 11
月は児童虐待防止推進月間です！／介護予防ミニ講座／ 11 月
の「税」の納期限／健全化判断比率・資金不足比率（平成 23
年度決算）を公表します／各種健診はお済みですか？／結核健
診（地区巡回）を実施します／中皮腫や肺がんなど石綿による
疾病の補償・救済／第 64 回人権週間／流木を使ってみません
か？／空港ライナー好評運行中！／公共事業入札の公表／市有
財産（土地）を公売します／新規農業就業奨励金・結婚祝い金
を交付します／省エネ設備に補助金を交付します！
▼募集
平成 25 年度保育園入園児を募集します／「肥後古代の森ふる
さと歴史探訪～井手と民話を訪ねて～」参加者募集／第 64 回
熊日菊池郡市マラソン大会参加者募集／菊池市健康づくり教室
～いきいき養生塾第４期生～参加者募集！／ NHK 学園生徒募
集中！／「ママとレッツ・ダンス」参加者募集（連続４回講座）
／「パパ、一緒にあそぼう！」参加者募集／平成 25 年度看護
学生募集／「熊本の残したい風景」募集
▼相談／講演講習／市民の広場／イベント　ほか
こころの相談／もの忘れ相談会／認知症介護家族のつどい／納
税相談夜間窓口を開設します／多重債務無料相談会／全国一
斉「女性の人権ホットライン」強化週間／不動産鑑定巡回無料
相談会／ほの宵まつり／第 11 回きくちの灯り万華灯／すくす
く講座開催／菊池市成人式／菊少まつり～笑って、食べて、楽
しんで～／熊本矯正展／認知症サポーター養成講座／九州財務
局「出前講座」／健康づくり大会／休日在宅当番医／ Happy 
Birthday ほか

受賞した妻籠座の皆さん

紙芝居とわらべ唄の妻
つまごめ

籠座
エイジレス・ライフ受賞

　エイジレス・ライフ「社会参加章」に、紙芝居と
わらべ唄の妻籠座 ( 座長・原

は ら

保
ほ な み

奈美さん ) が選ばれ、
９月 27 日に市役所で贈呈式が行われました。この
賞は、年齢に関わらず自分の能力と経験を社会に生
かす自律的な生き方を実践している人や団体に贈ら
れるもので、高齢者の生き方の参考にしてもらおう
と内閣府が行っています。
　原座長は、「人生の先輩として、これまでの先輩
たちに負けないよう活動していけたらと思っていま
す。『人生最後まで勉強』です。新しい座員も増え
ました。これからも、楽しくやっていきます」と喜
びを語りました。

3

6

4

18

12

14

16

8

20

27

25
「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している
人、 伝 統 を 受 け 継 い で い る 人
な ど、 菊 池 で 頑 張 っ て い る 人
を 募 集 し ま す。 本 市 在 住 で あ
れば、自薦・他薦は問いません。
詳しくは市長公室まで問い合
わせてください。
問い合わせ先
　市長公室広報広聴係
　☎ 0968（25）7200

菊 池 人
野球審判員

松
ま つ な が

永　鎭
ま も る

さん（67 歳）

　松永さんは、先日開催された熊本県民体育祭で軟式野球の審判員も努め
た。「年齢的にも動けるか不安でしたが、今までの経験を生かしてしっか
り対応できました」と笑顔を見せる。思い出に残る大会（試合）は、平成
11 年の第 54 回国体と、延長 15 回で勝負がつかず再試合となった平成
14 年の第 110 回九州地区高校野球大会準決勝。「最後まで一瞬たりとも
気が抜けない試合でした。とても疲れましたが、良い思い出です」と目を
細める。「子どもたちに野球の素晴らしさを伝えたい─」。野球をこよなく
愛する松永さんの瞳は、白球を追いかける少年のように輝いていた。

15 今 月 の 表 紙
10 月 19 日、水源小学校
で稲刈りがありました。表
紙は刈りとった稲穂を運ぶ
児童たち。来年の統合を控
え、今年で同校最後となる
稲刈りには全校児童 37 人
が参加。６年生の濵

はままつ
松愛

あい
さ

んは「最後にみんなで稲刈
りができて良かったです」
と笑顔を見せました。

　
「
ア
ウ
ト
ッ
！
」。
澄
み
渡
る
青
空
の
下
、

砂
煙
舞
う
野
球
場
で
快
活
機
敏
な
ジ
ャ
ッ
ジ

を
見
せ
る
松
永
さ
ん
。
熊
本
県
高
校
野
球
連

盟
で
審
判
員
を
25
年
間
務
め
、
昨
年
、
永
年

勤
続
表
彰
を
受
賞
し
た
ベ
テ
ラ
ン
審
判
員
だ
。

　
審
判
員
を
始
め
た
の
は
40
歳
の
と
き
。「
と

に
か
く
野
球
が
好
き
で
、
自
分
か
ら
高
野

連
に
申
し
込
み
ま
し
た
」。
最
初
は
ル
ー
ル

や
動
き
方
を
講
習
で
学
び
、
試
合
に
も
積

極
的
に
参
加
し
て
経
験
を
重
ね
て
い
っ
た
。

「
始
め
の
こ
ろ
は
試
合
の
状
況
で
変
化
す
る

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
覚
え
る
の
が
大
変
で

し
た
ね
」
と
苦
労
を
語
る
。

　
松
永
さ
ん
は
「
勝
敗
だ
け
で
な
く
試
合
の

良
し
悪
し
を
決
め
る
の
も
審
判
員
。
試
合
を

円
滑
に
、
き
び
き
び
と
進
め
る
た
め
の
進
行

役
で
も
あ
り
ま
す
」
と
説
明
す
る
。
さ
ら
に

「
人
間
で
す
か
ら
ア
ウ
ト
、
セ
ー
フ
な
ど
の

判
断
に
迷
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
甲

子
園
を
目
指
し
て
頑
張
る
高
校
球
児
の
た
め

に
も
規
則
は
絶
対
に
間
違
え
な
い
よ
う
に
勉

強
し
ま
し
た
」
と
思
い
を
語
る
。

　
そ
ん
な
松
永
さ
ん
で
も
、
審
判
を
や
め
た

い
と
思
う
と
き
が
あ
っ
た
。「
動
作
を
間
違

え
て
先
輩
か
ら
怒
鳴
ら
れ
た
り
、
動
き
方
が

分
か
ら
ず
悩
ん
だ
り
し
て
、
本
当
に
嫌
に

な
っ
た
と
き
が
あ
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

そ
れ
で
も
や
め
な
か
っ
た
の
は
、
野
球
を
愛

し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

今
も
初
心
を
大
切
に
す
る
松
永
さ
ん
。

「
ず
っ
と
続
け
て
こ
れ
た
の
は
家
族
や
多
く

の
人
た
ち
の
お
か
げ
。
審
判
は
『
し
て
あ
げ

て
い
る
』
の
で
は
な
く
『
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
』
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
体
が
動
く
限

り
審
判
を
さ
せ
て
も
ら
え
た
ら
幸
せ
で
す
」。

初
心
を
忘
れ
ず

現
役
続
投
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第
67
回
熊
本
県
民
体
育
祭
菊
池
大
会

菊
池
郡
市
は

総
合
第
３
位

競技別結果

個人競技結果（敬称略）

９
月
15
・
16
日
の
２
日
間
、「
新
た
な
挑

戦　

新
た
な
感
動　

菊
池
県
体
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
67
回
熊
本
県
民
体
育
祭

菊
池
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

熊
本
県
民
体
育
祭
初
と
な
る
「
屋
内
総

合
開
会
式
」
で
は
、
エ
ア
ロ
ビ
ッ

ク
日
本
一
の
「
エ
ア
ロ
ビ
ッ
クT

チ

ー

ム

eam
 

O

オ

ー

ム

ラ

H
M

U
RA

」（
大
津
町
）、
和
太
鼓
打
ち

日
本
一
の
髙た

か
み見

大た
い
し志

さ
ん
（
大
津
町
）
の
共

演
で
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
炬
火
ラ
ン
ナ
ー

は
水
泳
競
技
出
場
の
石い

し
ぐ
ち口

幹み
き

さ
ん
（
菊
池

市
）。
入
場
行
進
曲
・
式
典
音
楽
全
般
は
菊

池
市
民
吹
奏
楽
団
と
菊
陽
吹
奏
楽
団
が
合
同

で
演
奏
。
国
歌
斉
唱
、
県
民
の
歌
は
菊
池
市

民
合
唱
団
・
合
志
市
の
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
合
唱
団

の
合
同
に
よ
り
合
唱
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
後
、
菊
池
郡
市
内
31
会
場
で
採

点
競
技
24
種
目
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
総
合
成
績
は
１
位
熊
本
市
、

２
位
八
代
市
、
３
位
菊
池
郡
市
で
し
た
。

競技名 順位
陸上（男） 14 位
陸上（女） ５位

水泳 ２位
軟式野球 ３位

ソフトボール（男） ９位
ソフトボール（女） ５位

ソフトテニス １位
卓球 ５位

バドミントン（男） ９位
バドミントン（女） ３位
バレーボール（男） ３位
バレーボール（女） ９位

バスケットボール（男） ９位
バスケットボール（女） １位

ハンドボール（男） ５位

競技名 選手 種目・順位
陸上（男） 大村岩四郎 50 歳～ 59 歳 1500m：６位
陸上（女） 田中文容子 35 歳以上砲丸投：３位

水泳（男）

倉原成明 25 歳以上自由形 50m：６位、リレー 200m：２位、メドレーリレー 200m：６位
北村崇史 25 歳以上リレー 200m：２位
和田昌幸 35 歳以上平泳ぎ 50m：６位、メドレーリレー 200m：３位
春木正和 35 歳以上リレー 200m：３位

二ノ文伸元 45 歳以上平泳ぎ 50m：３位、リレー 200m：３位、メドレーリレー 200m：４位
佐村敏郎 45 歳以上バタフライ 50m：３位、リレー 200m：３位、メドレーリレー 200m：４位
笹原敏男 55 歳以上自由形 50m：２位、リレー 200m：１位、メドレーリレー 200m：１位
森　靖晃 55 歳以上バタフライ 50m：２位、リレー 200m：１位、メドレーリレー 200m：１位
園木洋二 65 歳以上バタフライ 50m：１位

水泳（女）

岩木祥子 25 歳未満平泳ぎ 50m：５位
柴田瑞枝 35 歳未満平泳ぎ 50m：１位、全年齢メドレーリレー 200m：５位
倉原玲奈 35 歳未満平泳ぎ 50m：４位
石口　幹 45 歳以上背泳ぎ 50m：１位、全年齢メドレーリレー 200m：５位

中村ミヨ子 55 歳以上バタフライ 50m：２位
髙村真悠子 全年齢メドレーリレー 200m：５位

競技名 順位
サッカー ２位

柔道 ９位
剣道 ９位
弓道 15 位

銃剣道 ５位
空手道 ５位

アーチェリー ３位
クレー射撃 ３位

馬術 ３位
テニス １位

ゲートボール（男） 11 位
ゲートボール（女） 11 位

ボウリング 11 位
グラウンドゴルフ（男） ６位
グラウンドゴルフ（女） 10 位
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最後の運動会フォトメモリーズ みんなでつくった最高の最終章
来年の統合を控えた４小学校でそれぞれ９月 22・23 日、運動会が開催されました。
各小学校では、元気いっぱいの子どもたちが、先生、保護者や地域の皆さんと一緒に
たくさんの笑顔を振りまきながら、最後の運動会を楽しみました。

隈府小学校に統合菊池北小学校に統合

菊池北小学校に統合

Photo memories of the last sports festival

龍門小学校

迫水小学校

河原小学校
9.22 9.23

9.23

9.23水源小学校 菊池北小学校に統合
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市指定文化財（彫刻）に指定された福本阿弥陀堂の石造如来坐
像（通称：首無さん）

優勝した菊池北中学校野球部

　福本阿弥陀堂の石造如来坐像（通称：首無さん）
が市指定文化財（彫刻）に指定されました。県内の
石造仏では最も古いとされる平安時代後期の作で、
この地域でも優秀な石造仏の技術があったことを確
認できる点などが「市にとって重要である」と判断
されたものです。
　鳥

と り お か

岡福本一区長と阿弥陀堂組の代表である木
き む ら

村さ
んは、「これからも地域の宝として大切にしていき
ます」と話しました。

　菊池市軟式野球連盟会長旗争奪少年軟式野球大会
は菊池公園多目的グラウンドで行われ、市内の中学
校５チーム約 100 人が参加し熱戦が繰り広げられ
ました。決勝戦では、菊池北中学校が菊池南中学校
を制して優勝を飾りました。優勝した菊池北中学校
は、菊池市代表として第４回全日本少年春季軟式野
球熊本県大会出場にします。
優　勝　菊池北中学校
準優勝　菊池南中学校

福本阿弥陀堂石造如来坐像
が文化財に指定されました

９　
　22

９　
　21

菊池市軟式野球連盟会長
旗争奪少年軟式野球大会

９　
　９

女子の部で優勝したロックベアーズチーム 男子・男女混合の部で優勝したフォッシルチーム

第１３回斑蛇口湖ふれあいレガッタ
　女子の部、男子・男女混合の部の２部門 34 チー
ム 200 人が参加し、斑蛇口湖ボート場で行われま
した。今回は、熊本県民体育祭ボート競技の公開競
技も併せて開催されました。
　開会式の選手宣誓では、男子・男女混合の部で参
加した前年度優勝「フォッシルチーム」の梅

う め だ

田啓
け い じ

治
選手が力強く宣誓。その後の競技ではそれぞれの部
門で熱戦が繰り広げられました。上位の結果は次の
とおりです。

女子の部
優　勝　ロックベアーズチーム
準優勝　菊池女子ガールズチーム
男子・男女混合の部
優　勝　フォッシルチーム
準優勝　ちょい悪オヤジチーム
３位　市議会くまモンズチーム　４位　三里木＆ロ
ンロンビアンコチーム　５位　三里木＆ロンロンア
クレアチーム　６位　ロンロン肉食系チーム

９　
　10

荒牧区自治会に整備された備品

宝くじ助成事業で
区用備品を整備

　コミュニティの健全な発展を図ることを目的とし
たコミュニティ助成事業により、荒牧区自治会にコ
ミュニティ活動備品（陶芸用具セット、電動ろくろ、
マッサージチェア、オーブンレンジなど）が整備さ
れました。
　このコミュニティ助成事業は、社会貢献広報事業
費を財源として財団法人自治総合センターが助成決
定を行うもので、今後、荒牧区自治会の益々の活性
化が期待されます。

優勝した川口瓦工業所

第14回熊日旗菊池市民
ナイター野球大会

　菊池公園多目的グラウンドで決勝戦が行われ、初
優勝を狙う川口瓦工業所と６年ぶりの優勝を目指す
ピュアスプリングの対決となりました。互いに一歩
も譲らない緊迫した展開が続きましたが、粘りを見
せた川口瓦工業所が接戦をものにし、初優勝を飾り
ました。スコアは次のとおりです。

９　
　11

チーム名 1 2 3 4 5 計
ピュアスプリング 0 0 0 2 1 3

川口瓦工業所 0 0 0 2 ３× 5

９　
　８

「城山の日」
清掃活動が行われました！

　菊池観光協会主催で城山公園一帯の清掃活動が行
われました。
　参加者は 200 人を超え、菊池市民広場・菊池公園・
温泉街・商店街一帯のグループに分かれて約１時間
半ごみ拾い、落ち葉掃きや桜の木の肥料やりなどを
実施。額に汗を流しました。
　参加者の皆さんのおかげで城山公園が美しくな
り、春には綺麗な桜が見られそうです。暑い中大変
お疲れ様でした。

たくさんの人が清掃活動に参加しました

９　
　20

　社会福祉協議会が高齢者世帯を対象に行っている
配食サービスで、利用者の皆さんにお弁当と一緒に
絵手紙が配られました。これは絵手紙ボランティア
講座と絵手紙教室の皆さんが、高齢者の皆さんに一
人で食事をするときでも喜んでもらえたらと始めた
ものです。
　絵手紙を受け取った利用者の中

なかはら
原徹

て つ こ
子さんは、「絵

手紙までいただいて本当にありがたいです。大事に
します」と笑顔を見せました。

絵手紙を添えて
配食サービス

左から配達員の伊
い と う

藤信
の ぶ こ

子さん、利用者の中原さん、絵手紙教室
講師の村

むらかわ

川尚
しょうこ

子さん

9 82012 November広報きくち2012 November広報きくち



　 　

10　
　７

神輿担ぎを披露する消防団員に拍手を送る施設利用者の皆さん

　菊池市消防団がこすもす荘・ふじのわ荘・つまご
め荘を慰問し、神輿担ぎを披露しました。これは普
段祭りを見ることができない老人福祉施設に入所し
ている高齢者の皆さんのために、消防団が毎年行っ
ているものです。慰問には消防団員約 120 人が参
加。消防法被を身にまとった団員たちが、威勢の良
い掛け声とともに神輿を担ぐ姿に、施設利用者の皆
さんは一緒に掛け声や拍手で応援しながらお祭り気
分を楽しんでいました。

菊池市消防団が
老人福祉施設を慰問

菊池警察署職員から目立つ色の説明を聞く参加者の皆さん 優勝した泗水ウエストレイズ

９　
　24

９　
　22

　高齢者交通安全教室は菊池市自動車学校で開催さ
れ、市内の老人会など約 30 人が参加しました。こ
の教室は、秋の交通安全運動の一環として行われた
もので菊池警察署との共催。参加者の皆さんは、夜
間の交通事故防止を訴えるビデオの鑑賞後、屋外で
実際の体験をとおして目立つ色の違いや反射材の効
果などを学びました。参加者からは、「目立つ色の
違いがはっきり分かった」「やっぱり反射材は大事
ですね」などの声を聞くことができました。

　第２回泗水ちびっこ野球大会は、菊池市営泗水グ
ラウンドなどで開催され、県内から 24 チームが参
加しました。
　本大会は小学４年生以下の子どもたちの大会で、
日ごろ応援などで試合に出場する機会の少ない子ど
もたちが出場。好プレーや珍プレーが続出し、会場
内で応援する保護者も笑顔が絶えませんでした。大
会は、泗水ウエストレイズが優勝しました。

夜間の事故を防止
高齢者交通安全教室

第２回
泗水ちびっこ野球大会

3 4

5

菊池市民広場の未来をみんなで語ろう！
ワークショップ開催

9/23
10/4

　菊池市民広場の未来を語り合うワークショップが
青少年ホームで開催され、二日間で延べ 90 人の市
民が参加しました。１回目は広場周辺や市街地を散
策して感想などを持ち寄り、２回目は前回の内容を
もとにそれぞれの意見を集約。「食事ができる施設
が必要」「音楽などを披露する場があれば」「子ども
が遊べる遊具がほしい」などさまざまな意見を出し
合いました。今回のワークショップの内容は、再整
備協議会で整理し本市へ提案される予定です。

1.4.5. ワークショップではさまざまな意見が交わされました　2. 市民広場周辺や市街地を散策　3. 九州大学大学院芸術工学研究院
の藤

ふじわら
原惠

けいよう
洋教授もアドバイザーとしてワークショップに参加

2

1

10　
　４

菊池さくら保育園の園児が
交通安全のお守りを配布

　菊池さくら保育園の園児たちが、手作りの交通安
全のお守りを持って市役所を訪問しました。園児た
ちが元気な声で「交通安全のお守りです。よろしく
お願いします」と福村市長にお守りを渡すと、市長
は「ありがとうございます。市民の皆さんにも交通
安全をお願いしていきます」と応えました。
　その後園児たちは、菊池警察署の協力のもと、国
道 387 号沿いでドライバーにお守りを配布。元気
いっぱいに安全運転を呼び掛けていました。

1. 交通安全のお守りを持って市役所を訪れた園児たち　2.3. ド
ライバーの皆さんにお守りを配りました

3 1

2

10/1
～4

９　
　30

仕事を体験してみよう！
泗水中学校生徒職場体験

第28回
高森町招待剣道大会

　泗水中学校１・２年生の職場体験が 10 月１～４
日、市内の施設や事業所などで行われました。生徒
たちは、農業、建設業、販売業や福祉業など希望す
る職種を体験。関係者の指導を受けながら実際の業
務に携わり、仕事の心構えや基本的なルールなどを
学びました。泗水幼稚園の職場体験に参加した２年
生の迫

さ こ だ

田真
ま り こ

理子さんは、「仕事は大変だけど楽しい。
子どもたちから一緒に遊ぼうと誘われてうれしかっ
たです」と笑顔を見せました。

　高森中学校体育館で開催されました。大会には県
内外の小学校・道場 58 チームが参加。約 300 人
の少年少女剣士が熱戦を繰り広げ、女子団体（3 人
制）の部で隈府小剣道部が見事優勝を勝ち取りまし
た。監督、選手は以下のとおりです。（敬称略）
監督　脇

わ き た

田慎
し ん や

也先生・城
じょう

俊
と し ゆ き

之先生
先鋒　津

つ の

野愛
あ い り

梨（5 年）
中堅　芥

あくたがわ

川亜
あ み

美（6 年）
大将　田

た な か

中咲
さ き

妃（6 年）

泗水幼稚園の園児に絵本の読み聞かせをする泗水中学校生徒 優勝した隈府小剣道部
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菊池農業高等学校 3 年
増
ま す だ

田洋
ようすけ

助さん

「高校生の部」優秀作文

｢僕にとっての農業｣

社会を明るくする運動

　
僕
に
と
っ
て
の
農
業
は
、
身
近
な
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
菊
池
農
業
高
校
に

来
る
ま
で
は
。
僕
に
と
っ
て
の
農
業
の
イ
メ

ー
ジ
、
そ
れ
は
工
業
と
対
極
に
あ
る
存
在
で

し
た
。
工
業
は
「
今
」
で
、
農
業
は
「
昔
」。

工
業
は
「
頭
」
を
使
い
、
農
業
は
「
体
」
を

使
う
。
車
の
窓
越
し
に
見
え
る
畑
は
、
風
景

の
一
部
と
し
て
僕
の
中
に
存
在
し
て
い
ま
し

た
。
僕
が
、
菊
池
農
業
高
校
を
選
ん
だ
理
由

は
、
農
業
を
す
る
た
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
当
の
理
由
、
そ
れ
は
中
学
校
で
疲
れ
果
て

た
自
分
の
心
を
癒
す
た
め
で
す
。
こ
の
こ
と

だ
け
聞
く
と
、
お
か
し
く
思
う
人
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
た
め
に
来
ま
し
た
。

　
中
学
生
の
頃
の
僕
は
、
今
と
同
じ
で
明
る

く
、
遊
ん
で
ば
か
り
い
ま
し
た
。
今
と
違
う

の
は
、
イ
ジ
メ
に
あ
い
、
自
分
を
責
め
、
と

て
も
心
の
傷
が
深
く
な
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。

全
て
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
見
え
、
全
て
が
自
分

を
殺
し
に
来
る
よ
う
な
気
が
し
、
全
て
が
自

分
を
あ
ざ
笑
っ
て
い
る
よ
う
な
気
さ
え
し
ま

し
た
。
自
殺
も
考
え
ま
し
た
。
自
分
を
見
失

い
、
自
分
の
心
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く

な
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
家

族
や
友
人
の
存
在
、
応
援
し
て
く
れ
る
先
生

方
の
こ
と
を
思
っ
た
時
、
我
に
返
り
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
だ
め
だ
、
人
生
を
棒
に
振
っ

て
し
ま
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
学
校
生
活
を
経
て
き
た
僕

に
と
っ
て
、
菊
池
農
業
高
校
に
入
学
し
た
時

の
緊
張
感
は
言
葉
で
表
せ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
と
に
か
く
、
同
じ
思
い
だ
け
は
し
た
く
な

い
、
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
、
自
分

の
周
り
に
大
き
な
壁
を
ガ
チ
ガ
チ
に
固
め
て

入
学
し
て
き
ま
し
た
。
入
学
し
た
、
つ
も
り

で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
大
き
な
壁
を
作
っ

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
お
構
い
な

し
に
接
し
て
き
て
く
れ
る
友
人
た
ち
と
の
出

会
い
に
よ
っ
て
、
僕
の
高
校
生
活
は
新
た
な

歯
車
が
回
り
始
め
ま
し
た
。

　
そ
う
や
っ
て
始
ま
っ
た
農
業
高
校
で
の
生

活
。
農
業
の
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
僕
に
と

っ
て
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
「
農

業
科
学
基
礎
」
の
授
業
で
取
り
組
ん
だ
初
め

て
の
野
菜
栽
培
で
し
た
。
一
人
一
つ
の
う
ね

を
持
ち
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
、

ニ
ン
ジ
ン
な
ど
の
野
菜
を
植
え
ま
し
た
。
収

穫
し
た
野
菜
は
、
家
に
持
っ
て
帰
り
、
家
族

み
ん
な
で
食
べ
ま
し
た
。
食
べ
た
瞬
間
、
自

分
が
こ
れ
ま
で
努
力
し
て
き
た
こ
と
を
思
い

返
し
、
そ
の
一
口
一
口
が
と
て
も
お
い
し
く

食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
家
族

の
み
ん
な
も
「
お
い
し
い
」
と
言
っ
て
喜
ん

で
食
べ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
、
何
気
な

い
、
あ
り
ふ
れ
た
食
卓
を
囲
ん
で
い
る
瞬
間

に
、
ふ
と
あ
る
こ
と
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、「
食
べ
る
」
こ
と
は
「
命
を
い
た

だ
い
て
い
る
」
と
い
う
、
今
ま
で
に
耳
に
タ

コ
が
で
き
る
く
ら
い
聞
か
さ
れ
て
き
た
言
葉
。

そ
れ
が
「
そ
う
か
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た

の
か
」
と
、
自
分
の
中
で
初
め
て
納
得
で
き

た
の
で
す
。
植
物
と
触
れ
合
い
、
命
と
触
れ

合
う
菊
池
農
業
高
校
で
の
生
活
は
、
僕
に
生

き
る
活
力
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
お
か
げ

で
、
家
に
い
る
よ
り
も
心
配
事
が
な
い
よ
う

な
気
さ
え
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
多
く
の
友
人
と
の
充
実
し
た
高
校
生
活
を

送
る
中
で
、
よ
う
や
く
、
前
向
き
に
自
分
の

将
来
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
僕
の
夢
、
そ
れ
は
「
プ
ロ
グ
ラ

マ
ー
」
で
す
。
た
だ
、
そ
れ
で
は
今
ま
で
菊

池
農
業
高
校
で
学
ん
で
き
た
こ
と
は
無
駄
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
と
て
も
悩
み

ま
し
た
。
そ
の
事
を
父
に
相
談
し
た
と
こ
ろ

「
農
業
が
夢
で
は
な
く
て
も
、
学
ん
だ
こ
と

が
無
駄
に
な
っ
て
も
、
自
分
の
本
当
に
や
り

た
い
こ
と
に
気
付
け
た
ん
だ
か
ら
い
い
じ
ゃ

な
い
か
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
言

葉
を
聞
い
た
時
、
と
て
も
救
わ
れ
た
気
が
し

ま
し
た
。
や
っ
と
自
分
を
繋
ぐ
鎖
が
な
く
な

り
ま
し
た
。
今
は
た
く
さ
ん
の
人
々
に
囲
ま

れ
て
、
と
て
も
よ
い
状
態
で
過
ご
し
て
い
ま

す
。
以
前
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
が
、
今

回
は
大
丈
夫
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

高
校
卒
業
後
は
、
専
門
学
校
に
進
学
し
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
び
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
、
ま
だ
ま
だ
こ

れ
か
ら
決
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
菊
池
農
業
高
校
で
学
ん
で
き
た
多

く
の
こ
と
を
心
に
留
め
て
、
農
業
の
よ
き
理

解
者
と
し
て
の
思
い
は
決
し
て
忘
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
僕
の
人
生
は
も
は
や
こ
こ

か
ら
始
ま
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
ま

で
の
は
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
前
置
き

で
す
。
で
す
が
、
そ
の
前
置
き
は
き
ち
ん
と

心
に
留
め
て
、
新
た
な
一
歩
を
、
こ
の
菊
池

農
業
高
校
か
ら
踏
み
出
し
ま
す
。

作　文

扶養親族等申告書は期限までに提出を！

問い合わせ先　市民課市民年金係　☎0968（25）7211、各総合支所民生課国 民 年 金 情 報
１１月は「ねんきん月間」です

「
は
い
！
こ
ち
ら
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
！
」
⑬

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
９
６
８
（
36
）
９
４
５
０

平
日
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時　

商
工
観
光
課
入
り
口

「
ひ
か
り
回
線
」
の
勧
誘
電
話

　

今
月
は
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
、
電
話
会
社
の
代

理
店
に
よ
る
「
ひ
か
り
回
線
」
の
勧
誘

電
話
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
と
い
う
通
信

方
法
が
主
流
で
し
た
が
、
電
話
局
か
ら

の
距
離
な
ど
に
よ
っ
て
通
信
の
速
度
に

差
が
あ
り
、
不
安
定
で
し
た
。
ひ
か
り

回
線
は
距
離
の
影
響
を
受
け
な
い
た
め

動
画
な
ど
大
容
量
の
情
報
が
安
定
し
た

状
態
で
、
し
か
も
高
速
で
通
信
で
き
ま

す
。
最
大
の
特
徴
は
安
定
・
高
速
・
大

容
量
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
だ
け
で
な

く
電
話
や
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
も
同
時
に

提
供
さ
れ
ま
す
。

　

最
近
、
ひ
か
り
回
線
の
契
約
を
獲
得

す
る
た
め
電
話
会
社
の
代
理
店
に
よ
る

過
剰
な
勧
誘
の
電
話
が
か
か
っ
て
く
る

と
い
う
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
中
に
は
他
社
よ
り
も
消
費
者
が
不

利
に
な
る
場
合
も
あ
る
こ
と
を
隠
し
、

有
利
な
点
だ
け
を
強
調
し
消
費
者
を
誤

認
さ
せ
る
よ
う
な
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
で

契
約
を
急
が
せ
る
な
ど
悪
質
な
代
理
店

も
あ
り
ま
す
。

　

通
信
関
係
の
用
語
も
各
電
話
会
社
に

よ
っ
て
違
い
が
あ
り
、
提
供
さ
れ
る
サ
ー

ビ
ス
内
容
も
複
雑
で
す
。
勧
め
ら
れ
た

契
約
内
容
が
利
用
の
実
情
に
合
っ
た
も

の
か
冷
静
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
「
代
理
店
の
営
業
活
動
に
対
す
る
倫
理

要
綱
」
で
は
、
消
費
者
か
ら
の
再
勧
誘

停
止
の
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
各
事
業
者

は
電
話
再
勧
誘
停
止
措
置
を
行
う
こ
と

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
迷

惑
な
勧
誘
電
話
に
対
し
、
か
か
っ
て
こ

な
い
な
い
よ
う
に
登
録
で
き
る
の
で
す
。

各
電
話
会
社
の
専
用
窓
口
の
ほ
か
、
各

社
の
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
専
門
の
相

談
員
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

年末調整や確定申告には社会保険料
（国民年金保険料）控除証明書を！●「一日年金出張相談所」を開設します

　ゆめタウン光の森にて無料の出張相談が開催されます。
年金に関する相談・質問など気軽にご利用ください。
と　き　11 月 27 日㈫　午前 10 時～午後３時
ところ　ゆめタウン光の森　本館２階（南館方面）
問い合わせ先　熊本西年金事務所　☎ 096(353)0142
※ 事前予約はありません。
※ 個人記録に関する相談は、年金手帳などの年金番号が分

かるもの、免許証などの身分証が必要です。

●年金受給者の皆さんへ
　老齢や退職を支給事由とする年金は、所得税法上、「雑所
得」として所得税がかかります。（障害年金・遺族年金は課
税されません）年金にかかる所得税の計算は、年金受給者
から提出された「扶養親族等申告書」を基に行いますので、
各種控除を受けるためにはこの申告書を提出しなければな
りません。対象となる受給者には、11 月上旬頃に日本年
金機構から申告書のはがきが送られてきますので、12 月
１日㈯までに提出してください。
対象者　65 歳未満　年金額が 108 万円以上
　　　　65 歳以上　年金額が 158 万円以上
※ 申告書の提出を忘れると各種控除が受けられず、所得税

の源泉徴収税額が多くなる場合がありますのでご注意く
ださい。

※年金以外に所得がある人は確定申告が必要です。

●国民年金保険料は社会保険料控除の対象
　国民年金保険料は、納付した全額が所得税・市町村民税
の社会保険料控除の対象となります。国民年金保険料を社
会保険料控除として申告する場合は、毎年１月１日から 12
月 31 日までの間に納付（納付見込みを含む）した国民年
金保険料の額を証明する書類の添付などが必要です。
　このため、生命保険会社などが発行する控除証明書と同
様に、１年間に納付した国民年金保険料の額を証明する

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」（はがき）が、
日本年金機構から毎年 11 月上旬と２月上旬に送付されま
す。 
11 月上旬に送付の場合
　証明内容は、本年１月から 10 月１日までの間に納付さ
れた国民年金保険料額と、年内に納付が見込まれる場合の
納付見込み額です。
2 月上旬に送付される場合
　年の途中から国民年金に加入したなど、10 月２日から
12 月 31 日までの間に初めて保険料を納付する人について
は、翌年２月上旬に同様の証明書が送付されます。

●委託事業者が変わりました
　国民年金保険料のご案内をする委託事業所が 10 月か
ら変更となりました。
事業者　キャリアリンク株式会社
　　　　☎ 0120（925）997
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問い合わせ先　健康推進課健康推進係
　　　　　　　　☎ 0968(25)7219

すこやか子育て健康情報
～感冒（インフルエンザ）～

子どもの病気やけがの対処方法などの目安をお知らせし、いざというと
き、落ち着いて対処していただくことができることを目的に、奇数月に

「すこやか子育て健康情報」を掲載しています。記事は、菊池郡市医師
会の先生にご協力いただいています。

感
冒
と
は
？

　

感
冒
（
＝
風
邪
）
と
は
上
気
道
の

感
染
症
、
す
な
わ
ち
鼻
腔
、
咽
頭
、

喉
頭
へ
の
病
原
体
の
感
染
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
咽
頭
痛
、
鼻
汁
、

咳
嗽
、
発
熱
な
ど
の
症
状
を
示
す
一

連
の
症
候
群
の
こ
と
で
す
。
そ
の
原

因
と
な
る
病
原
体
の
大
部
分
は
ウ
イ

ル
ス
で
す
。
主
な
も
の
に
本
題
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
、
夏
風
邪

や
プ
ー
ル
熱
の
原
因
の
ア
デ
ノ
ウ
イ

ル
ス
、
小
さ
い
子
の
気
管
支
炎
や
肺

炎
を
引
き
起
こ
す
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
、

他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
ウ
イ
ル
ス
が
存

在
し
ま
す
。
ま
た
ウ
イ
ル
ス
以
外
で

は
、
溶
連
菌
や
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
な

ど
も
感
冒
の
原
因
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
？

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
急
性
感
染
症
で
、
冬
季
に
流
行
し

俗
に
流
感
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
イ
ン

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

歯
ッ
ピ
ー
キ
ッ
ズ

９
月
14
日
・
20
日
の
歯

科
検
診
の
結
果
で
、む

し
歯
が
な
か
っ
た
子

ど
も
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

宮み
や
も
と本

星せ

ら空　
（
○菊　
上
町
）

岡お
か
や
ま山

咲さ
く
た
ろ
う

大
朗
（
○菊　
横
町
）

江え
と
う藤

菜な

な

こ
々
子
（
○菊　
高
野
瀬
）

櫻さ
く
ら
い井

聖ま
り
あ愛　

（
○菊　
上
町
）

髙こ
う
や
ま山

心こ
は
る晴　

（
○菊　
神
来
）

西に
し
や
ま山

美み
お
う桜　

（
○菊　
高
野
瀬
）

最も
が
み上

葉は
づ
き月　

（
○菊　
高
野
瀬
）

光み
つ
な
が永

結ゆ
う
み美　

（
○菊　
下
西
寺
）

渡わ
た
な
べ邉

大や
ま
と和　

（
○菊　
雪
野
）

蓑み
の
も毛

蓮れ
ん
と音　

（
○菊　
深
川
）

藤ふ
じ
い井

未み

う侑　
（
○菊　
高
野
瀬
）

健康だより

水み
ず
か
み上

哉か
な
と翔　

（
○菊　
栄
町
）

松ま
つ
な
が永　

愁し
ゅ
う　

（
○菊　
玉
祥
寺
）

山や
ま
も
と本　

遥は
る
か　

（
○菊　
大
琳
寺
）

大お
お
の野

優ゆ
う
か花　

（
○菊　
高
野
瀬
）

村む
ら
か
わ川

翔し
ょ
う
ま真　

（
○七　
元
村
）

岡お
か
も
と本

蒼そ

ら空　
（
○七　
大
尺
）

田た
し
ろ代

健け
ん
と人　

（
○七　
雇
用
促
進
住
宅
）

野の
な
か中

友ゆ
う
が雅　

（
○七　
砂
田
西
団
地
）

本も
と
や
ま山　

輝あ
き
ら　

（
○七　
雇
用
促
進
住
宅
）

隈く
ま
べ部

琴こ
と
の乃　

（
○七　
荒
牧
）

小お
や
ま
だ

山
田
悠ゆ

う
み珠

（
○旭　
川
辺
南
団
地
）

清き
よ
た田

紗さ

え愛　
（
○旭　
小
原
）

福ふ
く
だ田

有ゆ

ま真　
（
○旭　
片
川
瀬
）

篠し
の
だ田

凱か
い
と斗　

（
○泗　
朝
日
団
地
）

坂さ
か
ぐ
ち口

夕ゆ
う
と斗　

（
○泗　
田
島
一
）

秋あ
き
よ
し吉

怜り
ょ
う
か香　

（
○泗　
富
の
原
一
）

宮み
や
も
と本

千ち
は
る春　

（
○泗　
永
出
分
）

徳と
く
な
が永

彩あ
や
か花　

（
○泗　
富
の
原
西
）

青あ
お
き木

亜あ

こ胡　
（
○泗　
富
の
原
台
）

古ふ
る
か
わ川

慶け
い
ご悟　

（
○泗　
高
江
）

藏く
ら
み
つ光

一は
じ
め芽　

（
○泗　
桜
山
三
）　

東と
う
ば
え

八
重
萌も

え
か花

（
○泗　
久
米
一
）

荒あ
ら
き木

理り

お

な
央
奈
（
○泗　
富
の
原
西
）

　

む
し
歯
予
防
の
た
め
に
は
、
家
族

ぐ
る
み
で
取
り
組
む
こ
と
が
と
て
も

重
要
で
す
。
特
に
、
子
ど
も
が
磨
い

た
後
の
仕
上
げ
磨
き
が
大
切
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
甘
い
も
の
を
控
え
る

こ
と
、
歯
み
が
き
を
す
る
こ
と
、
歯

を
強
く
す
る
こ
と
、
定
期
健
診
を
受

け
る
こ
と
を
心
掛
け
、
む
し
歯
ゼ
ロ

で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

実
施
期
間　

12
月
31
日
㈪
ま
で

※ 

12
月
中
旬
ま
で
に
接
種
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

定
期
接
種　

・ 

対
象
者　

▼
満
65
歳
以
上
▼
満
60

歳
以
上
65
歳
未
満
で
あ
っ
て
、
心

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
お
よ

び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
の
機
能
に
重
度
の
障
が
い

が
あ
る
人

・
接
種
方
法　

毎
年
１
回
受
け
ま
す
。

・
個
人
負
担　

１
０
０
０
円	

・
市
負
担　
　

２
６
０
０
円

任
意
接
種
（
行
政
措
置
）

・ 

対
象
者　

満
１
歳
以
上
65
歳
未
満

で
接
種
を
希
望
す
る
人

・ 

接
種
方
法　

任
意
の
予
防
接
種
で

す
が
、
市
が
接
種
を
勧
め
る
も
の

子
宮
頸
が
ん
検
診
は

お
済
み
で
す
か
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
Ａ
、
Ｂ
、

Ｃ
の
３
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
が
、
感

染
症
と
し
て
問
題
と
な
る
の
は
Ａ
型

と
Ｂ
型
で
す
。
特
に
Ａ
型
ウ
イ
ル
ス

は
、
そ
の
性
質
を
変
え
（
遺
伝
子
が

変
異
し
）
易
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
人
に
感
染
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
強
毒
性
の
ウ
イ
ル
ス
が
、
突

然
変
異
に
よ
り
人
に
感
染
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
変
異
に
よ
り
誕
生
し

た
新
型
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流
行
）
が
こ
れ

ま
で
に
も
数
回
起
こ
り
、
多
く
の
死

者
が
出
て
い
ま
す
。

症
状
・
診
断

　

症
状
は
急
な
高
熱
、
頭
痛
・
筋
肉

痛
、
倦
怠
感
な
ど
の
全
身
症
状
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
他
の
感
染
症
で

も
み
ら
れ
る
症
状
で
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
特
徴
的
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

流
行
の
有
無
が
診
断
上
重
要
で
、
眼

球
が
充
血
し
た
つ
ら
そ
う
な
表
情
も

手
掛
か
り
と
な
り
ま
す
。
ま
た
最
近

は
、
迅
速
診
断
キ
ッ
ト
も
使
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
数
分
間
で
診
断
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
た
だ

し
確
実
に
判
定
で
き
る
訳
で
は
な
く
、

疑
い
の
あ
る
人
全
員
に
検
査
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

合
併
症

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
基
本
的
に
自

然
治
癒
が
期
待
さ
れ
る
病
気
で
す
。

し
か
し
小
児
や
高
齢
者
、
基
礎
疾
患

の
あ
る
人
で
は
、
肺
炎
な
ど
の
合
併

症
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
ま
れ
で
す
が
５
歳
以
下
の
小
児
で

は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
も
大
き

な
問
題
で
す
。
実
在
し
な
い
ア
ニ
メ

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
見
え
た
り
、
意

味
不
明
な
言
葉
を
発
し
た
り
、
急
に

泣
い
た
り
笑
っ
た
り
怯
え
た
り
な
ど

の
異
常
行
動
が
１
時
間
以
上
続
く
場

合
や
意
識
状
態
が
悪
い
場
合
、
け
い

れ
ん
が
15
分
以
上
続
い
た
り
、
繰
り

返
し
起
こ
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
す

ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

治
療

　

発
症
後
48
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
、

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
を
使
用
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
効
果
は
不
確
定

で
す
が
、
症
状
の
改
善
を
１
～
２
日

早
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
10
代
の
子
ど
も

に
オ
セ
ル
タ
ミ
ビ
ル
（
タ
ミ
フ
ル

Ⓡ
）
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
解
熱
剤

は
用
い
な
い
こ
と
が
基
本
で
す
が
、

使
用
す
る
場
合
は
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ

フ
ェ
ン
（
カ
ロ
ナ
ー
ル
Ⓡ
）
を
選
択

し
ま
す
。
安
静
に
し
て
水
分
補
給
を

十
分
に
行
い
、
特
に
最
初
の
２
日
間

は
脳
症
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
し
っ

か
り
見
守
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。

　

ま
ず
は
日
頃
か
ら
体
調
を
整
え
、

予
防
接
種
を
受
け
、
人
混
み
を
避
け
、

手
洗
い
・
う
が
い
で
感
冒
に
か
か
ら

な
い
よ
う
に
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

子
宮
頸
が
ん
個
別
検
診
を
11
月
に

実
施
し
ま
す
。
４
月
以
降
に
受
け
て

い
な
い
人
は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
国
の
「
が
ん

検
診
推
進
事
業
」
に
よ
り
、
子
宮
頸

が
ん
無
料
検
診
の
対
象
者
に
は
、
６

月
に
「
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

20
歳
以
上

実
施
期
間

　

11
月
１
日
㈭
～
11
月
30
日
㈮

※
日
曜
・
祝
日
を
除
く

実
施
医
療
機
関

①
黒
川
産
婦
人
科
医
院

　

午
前
９
時
～
午
後
０
時
30
分

　

午
後
２
時
45
分
～
５
時
30
分

※
水
・
土
曜
は
午
後
０
時
30
分
ま
で

※ 

第
４
木
曜
は
正
午
ま
で
、
ま
た
は

午
後
４
時
～
５
時
30
分

②
齋
藤
産
婦
人
科
医
院

　

午
前
９
時
～
正
午

　

午
後
２
時
～
６
時

　
（
木
・
土
曜
の
午
後
は
休
診
）

③
米
田
産
婦
人
科
医
院

　

午
前
8
時
30
分
～
正
午

　

午
後
2
時
～
5
時
30
分

　
（
木
・
土
曜
の
午
後
は
休
診
）

個
人
負
担
金

　

20
～
69
歳　

1
6
0
0
円

　

70
歳
以
上　
　

5
0
0
円

で
す
▼
１
歳
以
上
13
歳
未
満
の
人

は
２
～
４
週
の
間
隔
を
お
い
て
２

回
受
け
ま
す
▼
13
歳
以
上
の
人
は

１
回
ま
た
は
２
回
（
１
～
４
週
間

の
間
隔
）
受
け
ま
す
。

・
個
人
負
担　

１
回
１
５
０
０
円

・
市
負
担　
　

１
回
２
１
０
０
円

注
意
事
項　

・ 

市
が
委
託
す
る
医
療
機
関
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
に

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。
市
が
委
託
す
る
医

療
機
関
以
外
で
の
接
種
を
希
望
す

る
場
合
は
、
接
種
予
定
日
の
１
週

間
く
ら
い
前
ま
で
に
健
康
推
進
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
民
生
課
に
印

か
ん
を
持
参
の
う
え
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
事
前
に
手
続
き
が

な
い
場
合
に
は
、
補
助
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・ 

住
民
票
が
本
市
に
あ
る
人
が
対
象

で
す
。
保
険
証
や
免
許
証
な
ど
確

認
で
き
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

・ 

接
種
す
る
お
子
さ
ん
が
７
歳
６
カ

月
未
満
の
人
は
、
接
種
当
日
に
母

子
健
康
手
帳
を
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ

る
と
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
お
子
さ
ん
の
健
康
状
態
を

良
く
知
っ
て
い
る
保
護
者
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
、
健
康
推
進
課
・
各
総
合
支
所
民

生
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

持
参
品	

問
診
票
、
個
人
負
担
金
、

健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
人
）、
健
康

保
険
証	

	
	

※ 

無
料
検
診
対
象
者
（
平
成
24
年
４

月
１
日
現
在
）
20
歳
・
25
歳
・
30

歳
・
35
歳
・
40
歳

※ 

問
診
票
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、

市
役
所
ま
た
は
各
総
合
支
所
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

す
で
に
７
月
の
子
宮
頚
が
ん
個
別

検
診
と
８
月
～
10
月
の
複
合
健
診

で
子
宮
頚
が
ん
検
診
を
受
診
し
た

人
は
、
受
診
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

清原医院　清
きよはら

原由
ゆ き お

紀夫 医師
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流
れ
た
電
気
に
よ
っ
て
消
え
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
当
然
の
よ
う
に
こ
の
こ
と
に
気
づ
い

て
い
た
日
暮
道
遠
は
、
す
ご
い
と
思
い
ま
し

た
。
私
は
、
お
ば
け
の
話
が
好
き
で
す
。
怖

い
け
れ
ど
、
ま
た
読
み
た
く
な
る
か
ら
で
す
。

そ
の
他
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
事
件
を
解
決
し

て
い
る
の
で
、「
ナ
ツ
カ
の
お
ば
け
事
件
簿
」

シ
リ
ー
ズ
を
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
話
は
、
主
人
公
の
日
暮
ナ
ツ
カ
と

ナ
ツ
カ
の
父
、
日
暮
道
遠
の
２
人
が
、
お

ば
け
の
引
き
起
こ
す
事
件
を
解
決
し
て

い
く
話
で
す
。
心
に
残
っ
た
話
は
、「
恐

怖
の
ろ
く
ろ
っ
手
」
で
す
。
そ
の
内
容

は
、
島
野
み
か
さ
ん
が
壁
か
ら
出
て
く
る

巨
大
な
手
に
お
そ
わ
れ
、
ナ
ツ
カ
親
子
に

事
件
の
解
決
を
依
頼
し
に
来
る
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
ど
う
や
っ
て
解
決
す
る

の
だ
ろ
う
と
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
読
ん
で

い
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
ど
う
や
っ
て
解

決
す
る
と
思
い
ま
す
か
。
な
ん
と
日
暮
道

遠
は
、
延
長
コ
ー
ド
を
投
げ
縄
の
よ
う
に

振
り
回
し
て
巨
大
な
手
を
つ
か
ま
え
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
実
は
、
こ
の
お
ば
け
の

手
は
、
電
気
に
弱
く
て
延
長
コ
ー
ド
か
ら

万
句
の
里
俳
句
会
　
９
月
句
会

心
解
く
ふ
る
里
の
畦
曼ま

ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ

珠
沙
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山　
照
子

夕
焼
の
山
の
形
を
低
く
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中　
美
智

何
時
来
て
も
阿
蘇
は
雄
大
大お

お
は
な
の

花
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
井　
綾
子

ど
ん
ぐ
り
を
拾
ひ
昔
に
還
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
美
代
子

青
空
に
風
の
通
へ
る
秋
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木　
敬
治

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会
　
9
月
例
会

虫
の
音
も
聞
け
ぬ
耳
も
て
更
け
ゆ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
山　
数
恵

孫
よ
り
寄
せ
書
届
く
敬
老
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部　
靜
子

一
雨
が
発
芽
う
な
が
す
秋
野
菜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
ア
ツ
子

秋
茄
子
や
レ
シ
ピ
あ
れ
こ
れ
切
り
分
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
本　
和
子

百
合
匂
ふ
金
婚
式
の
夜
な
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本　
邦
治

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
会
　
９
月
詠
草

瓜
刻
む
昼
餉
も
近
し
里
の
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川　
蓉
子

阿
蘇
谷
の
道
を
塞
ぎ
し
霧

き
り
ぶ
す
ま襖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川
の
り
子

杖
つ
き
て
一
駅
歩
く
秋
涼
し　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
谷　
ミ
ネ

一
株
の
南
瓜
生
け
垣
覆
い
け
り　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
尾
ヨ
シ
コ

肥
後
狂
句
桜
会
　
９
月
例
会

い
ざ
本
番　
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
で
出
て
行
か

す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
尻　
浩
風

修
行
中　
師
匠
の
技
は
盗
む
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木　
房
恵

時
刻
表　
ベ
ッ
ド
の
上
で
旅
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
倉　
新
米

不
思
議　
何
億
円
も
入
る
タ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻　
　
弘
喜

真
っ
平
御
免　
実
家
の
墓
に
予
約
ず
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
野　
清
子

肥
後
狂
句
水
笑
会
　
９
月
例
会

さ
ぞ
よ
か
ろ　
思
い
の
ま
ま
に
生
き
て
来

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
岡　
三
水

さ
ぞ
よ
か
ろ　
今
日
は
朝
か
ら
デ
ー
ト
て

な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
原　
乗
仏

黙
っ
と
れ　
横
か
ら
い
ら
ん
口
だ
す
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
井　
江
彩

整
形
帰
り　
す
れ
違
う
て
ん
気
の
付
か
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島　
五
女

整
形
帰
り　
子
供
が
親
て
分
か
る
ど
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
上　
美
由

 

七
城
短
歌
会
　
９
月
詠
草

雨
上
が
り
道
の
傍
え
の
水
溜
り
鶺
鴒
歩
ゆ

む
水
輪
つ
く
り
て　
　
　
　
村
上　
幾
雄

約
束
を
忘
れ
て
ゐ
た
り
立
ち
急
ぐ
足
に
炬

燵
の
コ
ー
ド
が
絡
む　
　
　
佐
　々
重
弘

朱
に
染
ま
る
夕
庭
畑
に
立
つ
わ
れ
の
周
り

を
低
く
赤
ト
ン
ボ
舞
う　
　
岩
崎　
照
代

ひ
と
り
居
の
我
を
気
遣
ひ
来
し
娘
台
風
予

報
に
水
を
溜
め
お
り　
　
　
池
田
カ
ツ
子

蝉
の
声
い
つ
し
か
途
絶
う
庭
高
く
羽
光
ら 

せ
て
ア
キ
ツ
飛
び
交
う　
　
木
下　
陽
子

高
齢
者
大
学
　
９
月
歌
会

荒
れ
狂
ふ
濁
流
の
川
に
足
竦す

く

む
旭
志
の
被

災
こ
れ
ほ
ど
ま
で
と
は　
　
中
川　
愛
子

熱
帯
夜
、寝
屋
に
吹
き
入
る
川
風
の
心
地

よ
き
か
な
ま
ど
ろ
み
ゆ
か
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
岡　
百
枝

朝
顔
の
花
の
青
色
清
々
し
今
日
三
十
五
度

と
テ
レ
ビ
は
報
ず　
　
　
　
安
東　
綾
子

娘
、孫
に
支
へ
ら
れ
て
の
吾
の
日
々
両
手

合
は
せ
り
此
の
幸
せ
に　
　
梅
野
カ
ヲ
ル

在
り
し
日
の
母
の
淋
し
さ
思
ひ
を
り
知
る

人
少
な
き
通
夜
の
里
人　
　
中
原　
光
子

菊
池
短
歌
会
　
10
月
詠
草

子
よ
り
喜
怒
孫
よ
り
も
ら
ふ
哀
楽
を
此し

が
ん岸

生
き
抜
く
糧
と
な
し
つ
つ　
中
川　
愛
子

さ
や
さ
や
と
穂
に
出
で
そ
め
し
田
を
越
え

て
祭
り
太
鼓
が
村
透
り
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
原
ち
え
子

思
慕
と
い
ふ
や
さ
し
き
営
み
あ
り
し
こ
と

仮
の
姿
を
人
と
生
ま
れ
て　
怒
留
湯
健
容

紫
蘇
の
穂
を
し
ご
き
な
が
ら
に
Ａ
さ
ん
と

鮪
丼
な
ど
話
が
弾
む　
　
　
村
上
さ
き
江

影
に
さ
え
躓
き
さ
う
な
わ
が
歩
み
照
ら
し

て
優
し
十
三
夜
月　
　
　
　
山
下　
菊
代

司書のつぶやき

浸水被害のため休館していま
したが、やっと開館しました！
来館をお待ちしています。 
 
　　　　　　　　　コスモス

中央公民館図書室
　韓非子に学ぶ
　写真、撮られ術。
　「働くパパ」の時間術
　クローバー・レイン
　夜の国のクーパー
　ちきゅうのふしぎ
　ぼくらの怪盗戦争
　ヴァンパイアの恋人１
　おいもさんがね…　
　おばけのコックさん
七城公民館図書室
　視線
　ソロモンの偽証　第Ⅰ部　事件
　人生が用意するもの
　内田悟のやさい塾　秋冬
　キリンちゃん
　よるの美容院
旭志公民館図書室
　頼むから、ほっといてくれ
　恐怖配達人
　土方歳三と新撰組 10 人の組長
　つぶやき隊
　ピヨピヨもりのゆうえんち
　あそび

童
どうもん

門冬
ふ ゆ じ

ニ　著
永
な が た

田昌
まさのり

徳　著
栗
く り た

田正
まさゆき

行　著
大
おおさき

崎　梢
こずえ

　著
伊
い さ か

坂幸
こ う た ろ う

太郎　著
左
さ ま き

巻健
た け お

男　著
宗
そ う だ

田　理
おさむ

　作
越
こしみず

水利
り え こ

江子　作
とよたかずひこ　作

西
にしひら

平あかね　作

永
ながしま

嶋恵
え み

美　著
宮
み や べ

部みゆき　著
川
かわかみ

上未
み え こ

映子 著
内
う ち だ

田　悟
さとる

　著
花
はながた

形みつる　著
市
いちかわ

川朔
さ く こ

子　著

桂
かつら

　望
の ぞ み

実　著
小
こ い け

池真
ま り こ

理子　著
菊
き く ち

地　明
あきら

　著
つぶやきシロ―　作

工
く ど う

藤ノリコ　作
ヘレン・オクセンバリー　著

「
ナ
ツ
カ
の
お
ば
け
事
件
簿
」

斉
藤
　
洋
　
著

隈府小学校６年
岩
いわさき

﨑　葵
あおい

さん

あなたも郷土を調べるクイズに挑戦してみませんか！

期　間　11 月 17 日㈯～ 11 月 30 日㈮
　市内４カ所（泗水・中央・七城・旭志）の図書館（室）で、
それぞれの地域の郷土にまつわる事柄を調べるクイズにチ
ャレンジしてみませんか？どなたでも参加できます。内容
が難しい場合はスタッフがヒントをだすなどのお手伝いを
しますので、気軽に声をかけてください。参加していただ
いた人には粗品を用意しています。（※数に限りがあります
のでご了承ください）
申込方法　各図書館（室）の窓口で申し込んでください。

としょかんまつり　いいね！図書館は素敵な場所！

と　き　11 月 24 日㈯　午前 10 時～
ところ　泗水図書館
内　容　リサイクル雑誌配布、企画展示、その他
▼午前 10 時 30 分～
　「木内里美さんと朗読を楽しもう！」
　～コントラバスの調べ＆朗読の世界～
▼午後２時～　
　「ロアッソ選手と絵本を楽しもう！」
※詳しくは館内配布のチラシをご覧ください。
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問い合わせ先　菊池夢美術館　☎0968（23）1155

菊池夢美術館情報
　

文
化
10
年
（
西
暦
1
8
1
3
年
）

菊
池
川
か
ら
分
水
し
て
造
ら
れ
た
平

野
井
手
は
、
古
川
地
区
に
取
入
口
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
古
川
井
手
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
大
平
地
区
の
飲
用
水

の
ほ
か
、
開
墾
し
た
水
田
16
・
４
㌶

に
も
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
平
地
区
の
急
速
な
潤
い
を
み
た

戸
豊
水
地
区
で
も
、
農
業
用
水
確
保

の
た
め
井
手
の
延
長
を
計
画
。
し
か

し
菊
池
川
の
水
だ
け
で
は
不
足
す
る

た
め
、
上
津
江
村
の
川
原
川
か
ら
途

中
６
カ
所
の
隧
道
を
要
す
る
兵
藤
井

手
を
掘
り
、
鉾ほ

こ
の
こ甲

川
を
経
て
古
川
井

手
を
増
水
し
、
戸
豊
水
地
区
ま
で
井

手
を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

兵
藤
か
ら
戸
豊
水
ま
で
の
井
手
で

あ
る
こ
と
か
ら
頭
文
字
を
生
か
し
て

「
古
川
兵
戸
井
手
」
と
呼
ば
れ
、
現
在

で
も
多
く
の
水
田
を
潤
し
て
い
ま
す
。

　

水み
く
ま
り
の
か
み

分
神
の
碑
は
、
古
川
兵
戸
井
手

の
完
成
を
祝
っ
て
、
戸と

り
ゅ
う
ず

豊
水
の
村
を

眼
下
に
見
渡
す
場
所
に
、
兵
藤
・
保

慶
両
井
手
口
の
石
と
第
６
隧
道
付
近

の
石
、
古
川
井
戸
口
の
石
を
ご
神
体

と
し
て
建
立
さ
れ
、
８
月
８
日
を
祭

日
と
定
め
ま
し
た
。
俗
に
井
手
明
神

と
言
い
、
今
で
は
地
名
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

由
来
碑
に
は
、
古
川
兵
戸
井
手
開

設
の
経
緯
、
経
過
を
詳
細
に
記
し
て

あ
り
、
こ
の
井
手
の
維
持
管
理
に
務

め
、
今
あ
る
恩
恵
を
忘
れ
ず
、
後
世

に
伝
え
て
行
く
よ
う
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
両
碑
と
も
今
も
な
お
流
域
の
水

田
を
潤
し
、
生
活
用
水
、
非
常
用
水

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
古
川
兵
戸

井
手
の
歴
史
を
語
る
地
域
の
宝
で
す
。

古ふ
る
か
わ
ひ
ょ
う
ど
い
で

川
兵
戸
井
手

水み
く
ま
り
の
か
み

分
神
の
碑
と

兵ひ
ょ
う
ど
う
ふ
る
か
わ
い
で

藤
古
川
井
手
由
来
碑

認定番号第ふるさとＨ 23 － 11 号
推薦者　古川兵戸井手管理委員会

問
い
合
わ
せ
先

　

き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館　

　

☎
０
９
６
８(

27)

０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り
　

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

シ
リ
ー
ズ
菊
池
遺
産
○29

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
振
興
課　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０認定番号第ふるさとＨ 23 － 12 号

推薦者　戸豊水区

わいふ一番館だより
問い合わせ先　わいふ一番館　☎0968（24）6630

まちかど資料館企画展　大塚耕二・遺作展
期　間　～11月25日㈰
　若き画家の精神の葛藤を満洲ハ
イラル駐屯地で遺した軍隊日記の
原文で垣間見、もう一人の大塚耕
二をご紹介します。

田中栄一写真展「20㎝×25㎝フィルム写真の世界」
期　間　11月６日㈫～11月18日㈰
　フィルムの大きさが20㎝×25㎝あるカメラで撮影した
世界の色々を展示します。

音女（おとめ）の世界絵画展　～日本の風景と花～
期　間　11月20日㈫～12月16日㈰
　「常陸の国」茨城県鹿嶋市からの出展です。自然の風
景と花を水彩画で表現。ご家族皆さまでぜひお越しくだ
さい。

※休館日：月曜日 （祝日の場合は翌日） 11月の開館時間　午前９時～午後６時

女性の手しごと展
期　間　10月23日㈫～11月18日㈰
　10人の女性作家の創作作品を展示
販売いたします。女性ならではの作品
をご覧ください。

夫婦の手紙・絵手紙展
期　間　11月22日㈭
　　　　～平成25年１月20日㈰
口に出しては言えない日頃の感謝の思
いを込めて─。手紙
をとおして自分の
一番大切な人への
想いを伝えます。

地
域
人
権
教
育
指
導
員
　
　

中な
か
は
ら原

　
英ひ
で
し

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ
○       86

「
身
分
制
度
の
始
ま
り
」

　
私
の
生
ま
れ
た
「
下
長
田
」の
歴
史

を
調
べ
る
機
会
を
頂
き
、
昔
の
下
長
田

を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
面
白

い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
私
の
生
ま

れ
た
下
長
田
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治

７
年
ま
で
「
広
瀬
古
閑
」と
言
わ
れ
て

い
た
こ
と
、
こ
の
広
瀬
古
閑
に
中
原
宇

座
衛
門
と
い
う
人
が
い
て
、
下
長
田
の

お
宮
の
創
建
に
尽
力
し
た
こ
と
、
こ
の

人
の
３
代
前
の
中
原
行
治
ま
で
は
、
小

国
に
住
ん
で
い
た
が
、
肥
後
国
衆
一
揆

に
参
加
し
た
た
め
、
郷
士
と
し
て
の
刀

を
と
り
あ
げ
ら
れ
、
広
瀬
に
転
居
し
た

こ
と
。
歴
史
に
う
と
か
っ
た
私
は
、
教

師
に
な
っ
て
社
会
科
で「
検
地
と
刀
狩
」

に
つ
い
て
教
え
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

が
身
分
や
差
別
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
近

に
な
っ
て
、
こ
の
「
検
地
と
刀
狩
」が

身
分
制
度
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
、

し
か
も
、「
検
地
と
刀
狩
」が
私
の
先
祖

が
関
わ
っ
て
い
た
「
肥
後
国
衆
一
揆
」

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
た
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
歴
史
は
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
、
手
繰
り
寄
せ
て
い
く
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
秀
吉
は
、「
肥
後
国
衆
一
揆
」が
治
ま

る
と
直
ぐ
に
１
５
８
８
（
天
正
16
）
年

に
「
刀
狩
令
」を
出
し
、
農
民
か
ら
武

器
を
と
り
あ
げ
、
土
一
揆
を
防
止
す
る

と
と
も
に
、
村
に
い
た
武
士
（
郷
士
）

を
城
下
の
都
市
に
集
め
、
武
士
と
百
姓

の
区
別
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
「
兵
農
分
離
」と
い
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
中
世
の
郷
士
の
力
は
な
く
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
ご
ろ
、
江
戸
時
代
の
身
分
制

度
の
始
ま
り
に
つ
い
て
新
た
な
見
解

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
の
小
中

学
校
の
教
科
書
で
は
、「
士
農
工
商
が

江
戸
時
代
の
初
め
に
つ
く
ら
れ
た
」と

い
う
記
述
は
な
く
な
り
、「
武
士
・
百

姓
・
町
人
の
身
分
が
定
め
ら
れ
た
」と

変
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
時
期

に
つ
い
て
、
江
戸
時
代
の
初
め
で
な
く
、

１
５
８
８
（
天
正
16
）
年
に
豊
臣
秀
吉

に
よ
っ
て
「
身
分
統
制
令
」が
出
さ
れ

「
武
士
・
百
姓
・
町
人
の
身
分
が
定
め

ら
れ
た
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
古
代
以
来
の
荘
園

制
は
完
全
に
終
わ
り
を
つ
げ
、
近
世
領

主
が
村
を
単
位
に
土
地
と
農
民
を
直
接

支
配
す
る
、
新
し
い
身
分
制
度
の
基
礎

が
整
い
ま
し
た
。
こ
の
「
検
地・刀
狩・

身
分
統
制
令
」は
、
ひ
と
セ
ッ
ト
で
制

度
と
し
て
身
分
を
固
定
す
る
も
の
で
し

た
。

　
な
お
驚
く
こ
と
に
は
、
そ
の
き
っ
か

け
は
「
肥
後
国
衆
一
揆
」に
あ
っ
た
の

で
す
。
豊
臣
秀
吉
の
全
国
統
一
後
、
肥

後
の
領
主
と
し
て
や
っ
て
き
た
佐さ

っ
さ々

成な
り
ま
さ政

が
、
肥
後
の
検
地
を
し
よ
う
と
し

ま
し
た
が
、
当
時
隈
府
城
の
城
主
で

あ
っ
た
「
隈く

ま
べ部

親ち
か
な
が永

」は
、
豊
臣
秀
吉

か
ら
領
地
は
安
堵
さ
れ
て
い
る
と
し
て

検
地
に
反
対
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
佐
々

成
政
は
、
隈
府
城
を
攻
め
ま
し
た
。
検

地
に
反
対
で
あ
っ
た
肥
後
の
国
衆
た
ち

52
人
は
、
立
ち
上
が
っ
て
佐
々
成
政
に

抵
抗
し
ま
し
た
。
国
衆
一
揆
は
、
半
年

続
き
ま
し
た
が
、
秀
吉
の
差
し
向
け
た

援
軍
に
よ
り
鎮
圧
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

が
「
肥
後
の
国

く
に
し
ゅ
う衆

一い
っ
き揆

」で
す
が
、
こ

の
一
揆
に
豊
臣
秀
吉
も
大
変
苦
慮
し
、

一
揆
終
息
後
、
急
い
で
「
刀か

た
な
が
り狩

」を
し

て
、
郷
士
や
百
姓
か
ら
武
器
を
取
り
上

げ
て
「
武
士
・
百
姓
・
町
人
」の
身
分

を
定
め
ま
し
た
。
こ
の
身
分
（
そ
の
他

の
身
分
を
含
む
）が
江
戸
時
代
の
終
わ

り
ま
で
制
度
と
し
て
存
在
し
ま
し
た
。

　
最
近
「
あ
ん
ず
の
丘
」に
大
き
な
銅

像
が
立
ち
ま
し
た
が
、
あ
の
人
が
「
隈

部
親
永
」で
す
。
一
度
見
に
行
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
肥
後
の

歴
史
を
ひ
も
解
い
て
み
れ
ば
、
案
外
近

い
と
こ
ろ
に
身
分
制
度
の
起
こ
り
が
あ

る
こ
と
に
気
づ
く
で
し
ょ
う
。

「
ご
飯
た
べ
た
？
」
と
春し
ゅ
ん
き
ゅ
う
き

窮
期

菊池市役所
国際観光マネージャー

金　相廷さん

韓
国
発
見
シ
リ
ー
ズ
〇28

こ
ん
に
ち
は
金キ

ム
で
す

　
「
お
食
事
は
し
ま
し
た
か
？
」「
ご

飯
は
食
べ
た
？
」
最
近
流
行
り
の
韓

国
ド
ラ
マ
の
中
で
、
た
び
た
び
聞
く

韓
国
式
あ
い
さ
つ
の
言
葉
だ
。
こ
の

よ
う
な
韓
国
式
あ
い
さ
つ
を
不
思
議

に
思
う
日
本
の
人
が
多
い
よ
う
だ
。

　

外
国
語
に
は
多
様
な
あ
い
さ
つ
言

葉
が
あ
る
が
、
ご
飯
を
食
べ
た
の
か

が
あ
い
さ
つ
に
な
る
国
は
珍
し
い
と

言
う
。
こ
れ
を
理
解
す
る
に
は
、
韓

国
の
悲
し
い
歴
史
の
一
面
を
知
る
必

要
が
あ
る
。

　

昔
か
ら
、
韓
国
に
は
春
の
端は

ざ
か
い
き

境
期

を
表
す
「
ボ
リ
ッ
コ
ゲ(

麦
嶺
期)

」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
こ
の
時
期
は

去
年
秋
に
収
穫
し
た
穀
物
が
底
を
つ

き
、
食
用
の
大
麦
や
小
麦
は
ま
だ
熟

し
て
い
な
い
５
～
６
月
、
食
糧
事
情

が
最
も
難
し
い
時
期
を
意
味
す
る
。

食
料
が
な
く
な
り
、
食
べ
ら
れ
る
も

の
が
無
い
農
家
の
食
生
活
で
一
番
困

難
な
期
間
と
な
り
春
窮
期
と
も
言
う
。

　

大
抵
の
農
家
は
秋
に
収
穫
し
た
農

作
物
の
中
か
ら
小
作
料
、
借
金
、
利

子
、
税
金
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
費
用
を

差
し
引
い
た
後
、
残
っ
た
食
糧
で
初

夏
の
麦
収
穫
の
時
ま
で
耐
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
昔

か
ら
韓
国
は
日
照
り
、
洪
水
、
イ
ナ

ゴ
に
よ
る
被
害
が
ひ
ど
か
っ
た
。
そ

れ
で
春
先
は
草
根
や
樹
皮
を
食
べ
た

り
、
物
乞
い
や
借
金
を
し
て
食
い
つ

な
い
だ
。
流
民
に
な
っ
て
さ
す
ら
う

人
も
い
た
。

　

歴
史
記
録
を
見
る
と
、
春
窮
期
は

高
麗
時
代(

西
暦
９
１
８
～
１
３
９
２

年)

や
朝
鮮
時
代(

西
暦
１
３
９
２
～

１
９
１
０
年)

の
み
な
ら
ず
日
帝
時
代

(

西
暦
１
９
１
０
年
～
１
９
４
５
年)

を
経
て
朝
鮮
戦
争
、
そ
し
て
１
９
７
０

年
代
初
め
ま
で
続
い
た
。
そ
れ
で
、

こ
の
言
葉
は
韓
国
で
は
一
番
惨
め
な

期
間
の
代
名
詞
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

「
一
日
一
食
が
普
通
だ
っ
た
」
と
い
う

記
録
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
韓
国
歴
史

の
一
面
は
ひ
も
じ
さ
の
歴
史
と
言
う

こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う

な
背
景
か
ら
「
食
事
し
ま
し
た
か
？
」

が
あ
い
さ
つ
言
葉
に
な
っ
た
。

　

今
、
韓
国
は
肥
満
を
心
配
す
る
国

に
な
っ
た
が
、「
ご
飯
食
べ
た
？
」
と

い
う
あ
い
さ
つ
に
は
難
し
か
っ
た
時

代
の
韓
国
の
悲
し
い
歴
史
の
一
面
が

隠
れ
て
い
る
。 

私
も
子
ど
も
の
時
、

田
舎
で
暮
ら
し
た
経
験
が
あ
る
が
、

小
麦
を
採
っ
て
来
て
、
か
ま
ど
の
炊

き
口
に
入
れ
て
軽
く
炙
っ
て
手
で
擦

り
、
香
ば
し
い
小
麦
を
食
べ
た
記
憶

が
あ
る
。
今
と
な
っ
て
は
懐
か
し
い
、

ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
思
い
出
で
あ
る
。 隈部親永公銅像

家
庭
料
理
大
集
合
・
食
の
文
化
祭

　
昔
な
が
ら
の
行
事
食
や
地
域
に
伝
わ

る
伝
統
的
な
料
理
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

味
…
子
や
孫
の
世
代
に
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
か
？

　
菊
池
地
域
の
食
を
見
つ
め
直
し
、
家

庭
料
理
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
美
味
し

い
イ
ベ
ン
ト
が
「
水
源
食
の
文
化
祭
」。

各
地
域
の
婦
人
部
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
が

地
域
の
味
、
伝
統
料
理
や
創
作
料
理
を

持
ち
寄
る
文
化
祭
は
今
年
で
８
回
目
。

昨
年
は
56
種
類
の
料
理
で
会
場
は
彩
ら

れ
ま
し
た
。
展
示
・
試
食
だ
け
で
な
く
、

地
域
交
流
も
行
わ
れ
る
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
地
域
の
食
を
見
つ
め
、
次
の

世
代
に
受
け
継
ぐ
食
の
文
化
祭
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
11
月
25
日
㈰

　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

参
加
料　
１
人
５
０
０
円

※
小
学
生
以
下
は
無
料

昨年の文化祭では菊池地域の家
庭料理56種類が大集合
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問い合わせ先に各課の直通番号を
記載しています。
各総合支所の問い合わせはこちらです。
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎ 0968（38）2112

　
４
月
以
降
に
、
生
活
習
慣
病
健
診
（
19

～
39
歳
）、
特
定
健
診
（
国
民
健
康
保
険

加
入
者
）、
後
期
高
齢
者
健
診
（
満
75
歳

以
上
）、
結
核
健
診
（
65
歳
以
上
）
を
受

各
種
健
診
は
お
済
み
で
す
か
？

お
知
ら
せ

　
平
成
24
年
度
秋
期
の
狂
犬
病
予
防
集
合

注
射
と
犬
の
登
録
を
実
施
し
ま
す
。
犬
の

登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

犬
の
所
有
者
は
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
登
録
さ
れ
て
い
な
い
犬
の
所
有
者
、
ま

た
は
新
た
に
犬
（
生
後
91
日
以
上
）
を
所

有
し
た
人
は
、
会
場
で
登
録
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ

◆
11
月
11
日
㈰

①
午
前
９
時
～
10
時
30
分

　
菊
池
市
役
所
正
面
玄
関

②
午
前
11
時
～
正
午

　
七
城
総
合
支
所
正
面
玄
関

◆
11
月
18
日
㈰

①
午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

　
泗
水
総
合
支
所
正
面
玄
関

～
あ
な
た
の
一
報
で
救
わ
れ
る
子
ど
も
も

い
ま
す
～

　
児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
体
や
心
に
深

い
傷
を
残
し
、
ひ
ど
い
場
合
は
子
ど
も
の

生
命
に
も
危
険
が
及
び
ま
す
。

　
「
児
童
虐
待
を
受
け
た
の
で
は
な
い

か
？
」
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を
発
見
し
た

場
合
は
、
通
告
（
連
絡
）
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。
速
や
か
に
、
子
育
て
支
援
課
ま

た
は
児
童
相
談
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

虐
待
と
判
断
で
き
な
い
時
で
も
、
疑
い
を

秋
期
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
と

犬
の
登
録
受
け
付
け
を
行
い
ま
す

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す
！

11 月の「税」の納期限
11 月 30 日㈮

問い合わせ先 
　税務課市民税係　☎ 0968(25)7206
　　固定資産税係　☎ 0968(25)7207

　●国民健康保険税　第５期
　●固定資産税　第４期
※口座振替を利用している人は、11

月 26 日㈪に振替を行いますので、
残高の確認をお願いします。

介護予防ミニ講座
高齢者の食生活シリーズ⑪

しっかり食べて、すこやかに
～果物を食べましょう～
＜果物の栄養ポイント＞
① 果物にはビタミン、ミネラル、食物繊

維、ポリフェノール類などが多く含まれ
ます。

② ポリフェノール類は植物に含まれる色素
や苦味・渋みの成分で、動脈硬化抑制作
用、発がん抑制作用があります。

③ 果物を食べた時の酸味は有機酸であり、
疲労回復効果や貧血防止効果がありま
す。

＜食べ方ワンポイント＞
① １日に取りたい果物の目安量は 200㌘

です。例えばミカンや柿なら２個、バナ
ナなら２本、リンゴや梨なら１個、巨峰
なら２分の１房、デラウエア１房です。

② 旬のものにはビタミンやミネラルが特に
多くに含まれるので、旬の果物を食生活
に取り入れましょう。

問い合わせ先　高齢支援課地域包括支援係
　　　　　　　☎ 0968（25）7216

②
午
前
11
時
～
正
午

　
旭
志
総
合
支
所
正
面
玄
関

※ 

い
ず
れ
の
会
場
で
も
接
種
で
き
ま
す
。

登
録
済
み
の
人
は
「
狂
犬
病
予
防
注
射

日
程
等
の
ご
案
内
」
の
は
が
き
を
持
参

く
だ
さ
い
。

料　
金　
（
１
頭
当
た
り
）

・
登
録
料　
　
　
３
０
０
０
円

・
集
合
注
射
料　
３
０
０
０
円

　
（
注
射
済
票
５
０
０
円
含
む
）

※ 

動
物
病
院
な
ど
で
注
射
を
受
け
た
と
き

は
、
獣
医
師
の
証
明
書
を
環
境
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
民
生
課
ま
で
持
参
の
う

え
注
射
済
票
発
行
手
続
き
（
１
頭
に
付

き
注
射
済
票
発
行
手
数
料
５
０
０
円
が

必
要
）
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
注
射

実
施
会
場
で
も
発
行
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
７

　
各
総
合
支
所
民
生
課

健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率

（
平
成
23
年
度
決
算
）
を
公
表
し
ま
す

感
じ
た
ら
で
き
る
だ
け
早
期
に
相
談
・
連

絡
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
実
際
に
虐
待
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断

は
、
通
告
を
受
け
た
機
関
が
行
い
ま
す
。

ま
た
、
通
告
者
や
情
報
の
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
る
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
た
と
え
通
告
し
た
内
容
が
間
違
っ
て

い
て
も
、
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

地
域
全
体
で
の
見
守
り
（
早
期
発
見
、

早
期
対
応
）
で
か
け
が
え
の
な
い
子
ど
も

の
命
・
将
来
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

虐
待
を
疑
わ
せ
る
サ
イ
ン

【
子
ど
も
の
様
子
が
お
か
し
い
】

▼
不
自
然
な
あ
ざ
・
や
け
ど
・
打
撲
▼
極

端
に
痩
せ
て
い
る
な
ど
栄
養
失
調
状
態
▼

衣
服
や
か
ら
だ
（
髪
や
手
足
な
ど
）
が
不

潔
▼
無
表
情
、
大
人
を
見
る
と
お
び
え
る

▼
落
ち
着
き
が
な
く
乱
暴
▼
節
度
な
く
甘

え
る

【
親
の
様
子
が
お
か
し
い
】

▼
子
ど
も
へ
の
健
康
や
安
全
が
配
慮
さ
れ

て
い
な
い
▼
衣
類
・
寝
具
が
不
衛
生
状
態

▼
子
ど
も
を
家
に
置
い
た
ま
ま
よ
く
外
出

す
る
▼
い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
、
子
ど
も

に
当
た
る

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支
援
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
４

　
熊
本
県
中
央
児
童
相
談
所

　
☎
０
９
６
（
３
８
１
）
４
４
５
１

（表１）健全化判断比率　　　　　　　　　　  ( 単位：％ )

指標名 菊池市 早期健全化
基準

財政再生
基準

①実質赤字比率 ―
（△ 10.23） 12.77 20.00

②連結実質赤字比率 ―
（△ 15.46） 17.77 30.00

③実質公債費比率 10.6 25.0 35.0

④将来負担比率 28.3 350.0

※ ①②については、実質赤字額および連結実質赤字額がないため
「－」で表示し、参考に黒字の比率を「△」で示しています。

（表２）資金不足比率　　　　　　　　　　 　 ( 単位：％ )
特別会計の名称 資金不足

比率
経営健全化

基準
水道事業会計 ―

（△ 148.1） 20.0

簡易水道事業等特別会計 ― 20.0

公共下水道事業特別会計 ― 20.0

特定環境保全公共下水道事業特別会計 ― 20.0

地域生活排水処理事業特別会計 ― 20.0

農業集落排水事業特別会計 ― 20.0

※ 資金不足が生じていないため「－」で表示し、参考に法適用企
業会計の資金剰余の比率を「△」で示しています。

診
し
て
い
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
こ
の
期
間
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

と　
き

　
11
月
28
日
㈬
・
29
日
㈭
・
30
日
㈮

　
受
付　
午
前
８
時
30
分
～
11
時

と
こ
ろ　
菊
池
養
生
園
（
菊
池
広
域
保
健

セ
ン
タ
ー
）

料　
金

・
生
活
習
慣
病
健
診
（
19
～
39
歳
）

　
　
　
　
　
　
2
0
0
0
円

・
特
定
健
診
（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
）

　
40
～
69
歳　
1
5
0
0
円

　
70
歳
以
上　
　
8
0
0
円

・
後
期
高
齢
者
健
診
（
満
75
歳
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　
8
0
0
円

・
結
核
健
診

　
65
歳
以
上　
無
料

　
65
歳
未
満　
1
3
2
0
円

そ
の
他　
特
定
健
診
（
国
民
健
康
保
険
加

入
者
）
を
受
け
る
人
は
、
必
ず
受
診
券
と

国
民
健
康
保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

託
児
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
９

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
破
た
ん
を
未
然

に
防
ぐ
と
と
も
に
、
悪
化
し
た
団
体
に
対

し
て
早
期
に
健
全
化
を
促
す
た
め
、
平
成

19
年
６
月
に
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
地
方
公
共
団
体
は

毎
年
度
決
算
に
基
づ
く
実
質
的
な
赤
字
や

公
社
・
第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
を
含
め
た
実

質
的
な
将
来
負
担
な
ど
に
よ
る
指
標
（
健

全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金
不
足
比
率
）

を
算
定
し
、
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
健
全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か
が

一
定
基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
財

政
健
全
化
計
画
ま
た
は
財
政
再
生
計
画
を

策
定
し
、
財
政
の
健
全
化
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
資
金
不
足
比
率
が

経
営
健
全
化
基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
経
営
健
全
化
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
の
現
状
は
、
健
全
化
判
断
比
率
、

資
金
不
足
比
率
は
、
早
期
健
全
化
基
準
、

経
営
健
全
化
基
準
と
比
較
す
る
と
健
全
な

状
態
で
す
が
、
今
後
の
事
業
展
開
、
社
会

情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
現
段
階
以
上

に
将
来
負
担
・
資
金
不
足
が
拡
大
す
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
一
層
堅
実
な
財

政
運
営
が
必
要
で
す
。

◆ 

健
全
化
判
断
比
率
は
表
１
、
各
指
標
名

の
説
明
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化

し
、
財
政
運
営
の
深
刻
度
を
示
し
ま
す
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字
を
合
算

し
、
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
、
運
営
の

深
刻
度
を
示
し
ま
す
。

③
実
質
公
債
費
比
率　
借
金
の
返
済
額
お

よ
び
こ
れ
に
準
じ
る
額
の
大
き
さ
を
指
標

化
し
、資
金
繰
り
の
危
険
度
を
示
し
ま
す
。

④
将
来
負
担
比
率　
地
方
公
共
団
体
の
一

般
会
計
の
借
入
金
（
地
方
債
）
や
将
来
支

払
っ
て
い
く
可
能
性
の
あ
る
負
担
な
ど
の

現
時
点
で
の
残
高
の
程
度
を
指
標
化
し
、

将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
が
高
い
か

ど
う
か
を
示
し
ま
す
。

◆ 

資
金
不
足
比
率
は
表
２
の
と
お
り
で

す
。
資
金
不
足
比
率
と
は
、
公
営
企
業

の
資
金
不
足
を
、
公
営
企
業
の
事
業
規

模
で
あ
る
料
金
収
入
の
規
模
と
比
較
し

て
指
標
化
し
、
経
営
状
況
の
深
刻
度
を

示
し
ま
す
。

　
財
政
健
全
化
比
率
・
資
金
不
足
比
率
に

つ
い
て
は
、
菊
池
市
監
査
委
員
意
見
書
を

付
し
て
９
月
５
日
定
例
議
会
に
て
報
告
し

ま
し
た
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
財
政
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
５
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎ 0968（38）2112

公共事業入札の公表
入札 ( 開札 ) 日：①９月６日、②９月 13 日（条件付き一般競争入札）、③～⑩９月 26 日

番
号 工事名 工事場所 落札者

落札額
落札率

指名
業者
数

事業
担当課予定価格

1 平成 24 年度富の原黒木線道路改良工
事 泗水町吉富 ㈱後藤建設工業

10,107,300
98.8% 10 土木課

10,233,300

２ 平成 23 年度菊池川水管橋耐震補強工
事 北宮 ㈱東京鐵骨橋梁

福岡営業所
51,627,870

70.0% 4 下水道課
73,754,100

３ 平成 24 年度富の原公園整備工事
（1 工区） 泗水町吉富 ㈱吉安建設

40,950,000
98.7% 10 都市整備課

41,477,100

４ 平成 24 年度富の原公園整備工事
（2 工区） 泗水町吉富 ㈱トーカイ

39,585,000
98.3% 8 都市整備課

40,260,150

５ 平成 24 年度出水宮園線道路改良工事 七城町甲佐町 山東工業㈱
16,831,500

99.0% 10 七城総合支所
産業建設課16,997,400

６ 平成 24 年度戸城渡打線道路改良工事
（2 工区） 原 ㈲菊水建設

17,199,000
98.9% 13 土木課

17,382,750

７ 平成 24 年度富の原公園照明施設工事 泗水町吉富 宮本電気工事㈱
33,600,000

96.7% 7 都市整備課
34,738,200

８ 平成 24 年度富の原公園植栽工事
（1 工区） 泗水町吉富 ㈲生垣屋

菊池支店
31,605,000

98.4% 6 都市整備課
32,116,350

９ 平成 24 年度富の原公園植栽工事
（2 工区） 泗水町吉富 村上造園

15,277,500
97.7% 6 都市整備課

15,639,750

10 平成 24 年度富の原公園植栽工事
（3 工区） 泗水町吉富 成瀬造園

22,680,000
96.8% 6 都市整備課

23,425,500

※落札額が 1 千万円以上のものを掲載しています。
※その他の入札結果は、ホームページおよび財政課で閲覧できます。

（税込・円）

　

国
土
交
通
省
菊
池
川
河
川
事
務
所
で

は
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
希
望
者
に

無
料
で
流
木
を
提
供
し
ま
す
。

申
込
期
限　
11
月
10
日
㈯

流
木
発
生
量　
約
50
㎥

提
供
場
所　

熊
本
県
山
鹿
市
藤
井
地
先

（
菊
池
川
左
岸
38
㌔
付
近
）

そ
の
他　
▼
事
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
提
供
す
る
流
木
は
洪
水
で
流
れ
て
き
た

木
材
と
い
う
こ
と
を
承
知
の
上
で
の
ご
利

用
を
お
願
い
ま
す
▼
提
供
場
所
ま
で
引
き

取
り
に
来
て
も
ら
え
る
人
に
限
り
ま
す
▼

流
木
は
あ
る
程
度
の
長
さ
に
切
断
し
て
い

ま
す
▼
先
着
順
で
引
き
渡
し
ま
す
の
で
申

し
込
み
が
遅
く
な
れ
ば
ご
希
望
に
添
え
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　
国
土
交
通
省
菊

池
川
河
川
事
務
所
山
鹿
出
張
所

　
☎
０
９
６
８
（
44
）
２
１
７
７

流
木
を
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎ 0968（38）2112

　
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、
そ

れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露
作
業
に

従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
法
に
基

づ
く
各
種
の
労
災
保
険
給
付
や
石
綿
救
済

法
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を
吸
っ
て

か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を
経
て
発
症
す
る

こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
中
皮
腫
な
ど

で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
人
が
過
去
に

石
綿
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
た
場
合
に

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償
・
救
済

　
８
月
～
10
月
の
複
合
健
診
な
ど
で
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
て
い
な
い
人

は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
健
診
の
申
し
込
み
を
し
て
い
な

い
人
も
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ　
別
表
の
と
お
り　

費　
用　
65
歳
未
満　
１
３
２
０
円

　
　
　
　
65
歳
以
上　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
９

　
本
大
会
の
開
催
の
伴
い
交
通
規
制
を
行

い
ま
す
。走
路
周
辺
の
商
店
街
を
は
じ
め
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
23
日
㈮
㈷
※
雨
天
時
翌
日

と
こ
ろ　
菊
池
高
校
→
上
町
→
中
町
→
下

町
→
中
央
通
→
立
町
→
菊
池
高
校

時
間
帯

　
午
前
８
時
50
分
～
正
午（
全
面
通
行
止
）

問
い
合
わ
せ
先　
社
会
体
育
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
３
４

結
核
健
診
（
地
区
巡
回
）
を

実
施
し
ま
す

菊
池
ロ
ー
タ
リ
ー
小
学
生
駅
伝
大
会

開
催
に
伴
う
交
通
規
制

▼別表　結核健診 ＜七城方面＞
と　き ところ

11 月
５日㈪

午前９時 ～ 9 時 10 分 水次公民館前
午前９時 25 分 ～ 9 時 35 分 老人福祉センター駐車場
午前９時 50 分 ～ 10 時５分 加恵公民館前

午前 10 時 20 分 ～ 10 時 30 分 南プール駐車場　
午前 10 時 45 分 ～ 11 時 内島公民館前
午前 11 時 15 分 ～ 11 時 25 分 前川公民館入口駐車場
午前 11 時 40 分 ～ 11 時 50 分 新古閑倉庫前

午後０時５分 ～ ０時 25 分 七城公民館前駐車場
＜旭志方面＞

11 月
６日㈫

午前 9 時 ～ ９時 10 分 岩根工業前
午前 9 時 25 分 ～ ９時 35 分 姫井集落センター
午前 9 時 55 分 ～ 10 時５分 南桜ケ水研修センター

午前 10 時 20 分 ～ 10 時 30 分 高柳グラウンド（ゲートボール場）
午前 10 時 45 分 ～ 10 時 55 分 片川瀬集落センター
午前 11 時 10 分 ～ 11 時 20 分 川辺第一城丸橋
午前 11 時 35 分 ～ 11 時 45 分 高永集乳所跡

正午 ～ 午後０時 15 分 旭志総合支所
＜泗水方面＞

11 月
７日㈬

午前 9 時 ～ ９時 10 分 北住吉公民館
午前 9 時 25 分 ～ ９時 35 分 東小学校正門前
午前 9 時 50 分 ～ 10 時５分 永公民館

午前 10 時 20 分 ～ 10 時 35 分 第２体育館
午前 10 時 50 分 ～ 11 時 富公民館
午前 11 時 15 分 ～ 11 時 30 分 孔子の里駐車場

午後１時 ～ １時 10 分 井戸方公民館
午後１時 25 分 ～ １時 35 分 田島二区公民館
午後１時 50 分 ～ ２時５分 久米一公民館
午後２時 20 分 ～ ２時 35 分 Ｂ＆Ｇ体育館
午後２時 50 分 ～ ３時 10 分 泗水総合支所前

＜菊池方面＞
11 月
５日㈪

午後１時 40 分 ～ ２時 15 分 菊之池体育館前
午後２時 30 分 ～ ３時 25 分 菊池市中央公民館駐車場

11 月
６日㈫

午後１時 30 分 ～ １時 45 分 藤田公民館前
午後２時 ～ ２時 10 分 松島消防小屋横（旧公民館跡）

11 月
８日㈭

午前 9 時 ～ 10 時 10 分 菊池市中央公民館駐車場
午前 10 時 25 分 ～ 10 時 55 分 菊池市勤労青少年ホーム駐車場
午前 11 時 15 分 ～ 11 時 35 分 菊池市ふれあい交流センター駐車場

午後１時 ～ １時 15 分 迫龍ふれあいセンター（重味小跡）駐車場
午後１時 35 分 ～ １時 50 分 菊池市水迫里山の家駐車場
午後２時 15 分 ～ ２時 30 分 水源農業研究所（旧ＪＡ菊池水源支所）
午後２時 50 分 ～ ３時 塚原公民館前

11 月
９日㈮

午前 9 時 ～ 9 時 15 分 太田公民館前
午前 9 時 40 分 ～ 9 時 55 分 鳳来公民館前

午前 10 時 20 分 ～ 10 時 35 分 ＪＡ菊池竜門支所
午前 10 時 55 分 ～ 11 時５分 小木体育館（分校跡）前

午後０時 50 分 ～ １時５分 菊池市花房支館前
午後１時 20 分 ～ １時 45 分 菊池市戸崎支館前

は
、
労
災
保
険
給
付
な
ど
の
支
給
対
象
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
お
気
軽
に
最
寄
り
の
都
道
府
県

労
働
局
ま
た
は
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

制
度
の
詳
細
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.m
hlw

.
go.jp/new

-info/kobetu/roudou/
gyousei/rousai/120406-1.htm

l

）

で
も
確
認
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
労
働
局
労
災
補
償
課

　
☎
０
９
６
（
３
５
５
）
３
１
８
３

　
菊
池
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
３
１
３
６

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
き
く
ち
10
月
号
５
ペ
ー
ジ
「「
菊

池
市
定
住
化
促
進
に
む
け
た
支
援
制
度
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
」
の
記
事
で
、「
子

ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」
の
説
明
に
分
か

り
に
く
い
内
容
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

誤　
② 

医
療
に
要
し
た
負
担
金
の
一
部
を

助
成

正　
② 

中
学
校
３
年
生
ま
で
の
乳
幼
児
・

児
童
・
生
徒
の
医
療
に
要
し
た
負

担
金
の
一
部
を
助
成
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎ 0968（38）2112

　
市
有
財
産
（
土
地
）
を
一
般
競
争
入
札

に
よ
り
公
売
し
ま
す
。

売
り
払
い
物
件

◆
１
号
物
件
（
袈
裟
尾
市
有
地
）

・
菊
池
市
袈
裟
尾
字
竹
上
原
８
３
６
番
２

　
雑
種
地　
　
　
　
８
３
７
㎡

・
菊
池
市
袈
裟
尾
字
竹
上
原
８
３
９
番

　
雑
種
地　
　
　
２
７
８
２
㎡

・
菊
池
市
袈
裟
尾
字
竹
上
原
８
５
８
番
２

　
雑
種
地　
　
　
　
３
３
４
㎡

　
（
地
積
合
計
）　
３
９
５
３
㎡

◆
最
低
売
却
予
定
価
格　
５
５
３
万
円

入
札
参
加
資
格

　
入
札
は
個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
参
加
で

き
ま
す
が
、
次
の
①
か
ら
④
に
掲
げ
る
条

件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
参
加

で
き
ま
せ
ん
。
入
札
参
加
資
格
（
購
入
資

格
）
と
し
て
、
入
札
参
加
者
な
ど
が
暴
力

団
関
係
者
で
な
い
こ
と
を
菊
池
警
察
署
に

照
会
、
確
認
し
ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ

い
。
未
成
年
者
の
場
合
は
、
法
定
代
理
人

の
同
意
書
が
必
要
で
す
。

① 

入
札
参
加
申
し
込
み
が
完
了
し
て
い
な

い
者
。

② 

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
22
年
政
令

第
16
号
）
第
１
６
７
条
の
４
に
該
当
す

る
者
。

③ 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止

等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
3
年
法
律
第

77
号
）
第
2
条
第
2
号
に
規
定
す
る
暴

力
団
お
よ
び
同
法
第
2
条
第
6
項
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
。
個
人
ま
た
は
法
人

の
役
員
な
ど
が
行
う
事
業
に
関
し
暴
力

市
有
財
産
（
土
地
）
を
公
売
し
ま
す

団
の
活
動
を
助
長
し
、
ま
た
は
暴
力
団

の
運
営
に
資
す
こ
と
と
な
る
こ
と
を
知

り
な
が
ら
同
法
第
2
条
第
6
項
に
規
定

す
る
暴
力
団
員
に
対
し
、
金
品
そ
の
他

の
財
産
上
の
利
益
を
供
与
し
た
と
認
め

ら
れ
る
と
き
。

④ 

菊
池
市
契
約
等
に
お
け
る
暴
力
団
等
排

除
措
置
に
関
す
る
条
例
第
2
条
に
規
定

に
す
る
（
４
）
か
ら
（
６
）
に
該
当
す

る
者
。

申
込
期
間　
11
月
7
日
㈬
～
11
月
21
日
㈬

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

申
込
方
法

・ 

市
有
財
産
（
土
地
）
公
売
一
般
競
争
入

札
参
加
申
込
書
（
様
式
1
号
）
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印
の
う
え
、
期
間
内

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合

は
期
間
内
に
必
着
の
こ
と
。
メ
ー
ル
で

の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

・ 

参
加
申
込
書
（
様
式
１
号
）
と
一
緒
に

法
人
は
法
人
登
記
簿
謄
本
、
個
人
は
本

籍
地
の
市
区
町
村
長
な
ど
の
発
行
す
る

身
分
証
明
書
の
添
付
が
必
要
で
す
。

・ 

「
役
員
等
名
簿
及
び
照
会
承
諾
書
」
も

併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

入
札
・
開
札

・
と　
き　
12
月
21
日
㈮
午
前
10
時

・
と
こ
ろ　
本
庁
舎
１
階
小
会
議
室

そ
の
他
（
法
令
等
の
制
限
）

・ 

都
市
計
画
区
域
内
で
用
途
地
域
の
指
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
建
ぺ
い
率
70
㌫　
容
積
率
２
０
０
㌫

・ 

当
該
地
は
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
該
当

し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
財
政
課
入
札
管
財
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
５

新
規
農
業
就
業
奨
励
金

　
実
践
力
旺
盛
な
農
業
後
継
者
の
育
成
を

図
る
た
め
、
新
規
農
業
就
業
奨
励
金
を
交

付
し
ま
す
。
申
請
の
際
は
、
地
元
区
長
へ

連
絡
の
う
え
、
農
林
振
興
課
ま
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

・
奨
励
金　
　
１
人
当
た
り
30
万
円

・
申
請
期
限　
12
月
14
日
㈮

・
条
件

　
次
の
全
て
の
項
目
を
満
た
す
こ
と
。

▼
平
成
24
年
４
月
以
降
、
専
業
農
家
と
し

て
就
農
し
今
後
も
継
続
し
て
営
農
し
て
い

く
者
▼
市
内
に
居
住
し
、
満
17
歳
以
上
40

歳
未
満
の
者
▼
中
学
卒
業
者
に
つ
い
て
は

卒
業
後
２
年
間
就
農
し
、
定
着
可
能
な
者

▼
就
農
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
た
年
か
ら

起
算
し
て
５
年
間
は
、
毎
年
度
の
就
農
状

況
の
報
告
を
行
う
こ
と
。
（
離
農
し
た
場

合
は
返
還
が
生
じ
ま
す
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

結
婚
祝
い
金

　
専
業
農
家
お
よ
び
そ
の
後
継
者
な
ど
が

配
偶
者
を
迎
え
る
場
合
は
、
結
婚
祝
い
金

を
交
付
し
ま
す
。
申
請
の
際
は
、
農
林
振

興
課
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

祝
い
金　
１
組
当
た
り
５
万
円

問
い
合
わ
せ
先　
農
林
振
興
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
２
１

住
宅
用

　
県
内
の
住
宅
に
、
①
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ

ー
、
②
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど
、
③
蓄
電
池
・

地
中
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
・
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

の
い
ず
れ
か
１
つ
以
上
の
３
種
の
省
エ
ネ

設
備
な
ど
を
導
入
し
、
省
エ
ネ
効
果
な
ど

に
つ
い
て
県
に
報
告
し
て
も
ら
え
る
人
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

・
補
助
内
容
・
金
額

　
①
＋
②
＋
③　
19
万
円

　
①
＋
③
（
②
を
導
入
済
み
の
場
合
）

　
　
　
　
　
　
　
17
万
円

　
②
＋
③
（
①
を
導
入
済
み
の
場
合
）

　
　
　
　
　
　
　
17
万
円

　
③
（
①
、
②
を
導
入
済
み
の
場
合
）

　
　
　
　
　
　
　
15
万
円

中
小
企
業
用

　
県
内
の
事
業
所
な
ど
に
、
①
ス
マ
ー
ト

メ
ー
タ
ー
、
②
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど
、
③
蓄

電
池
・
地
中
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
・
自
家
消

費
型
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
い
ず
れ
か

１
つ
以
上
の
３
種
の
省
エ
ネ
設
備
な
ど
を

導
入
し
、
省
エ
ネ
効
果
な
ど
に
つ
い
て
県

に
報
告
し
て
も
ら
え
る
人
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

・
補
助
内
容
・
補
助
率
（
金
額
）

　
３
分
の
１
（
上
限
２
０
０
万
円
）
以
内

募
集
期
限　
12
月
28
日
㈮
（
先
着
順
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　
熊
本
県
商
工
観

光
労
働
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課

　
☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
３
２
０

新
規
農
業
就
業
奨
励
金
・
結
婚
祝

い
金
を
交
付
し
ま
す

省
エ
ネ
設
備
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
！

　平成25年４月１日から新規で保育所に入所を希望する児
童を募集します
申込用紙配布
　11月５日㈪～
受付期間
　11月19日㈪～12月17日㈪
申込書配布・提出先
　子育て支援課または各総合支所民生課
受付時提出書類
・保育所入所申込書（１人につき１枚）
・同世帯における保育に欠ける証明書
　（就労証明書など）
※60歳以上は必要ありません。
随時提出書類
　保育料算定のために必要な書類
・確定申告をする人は、平成24年分確定申告書の写し
　（確定申告後）
・確定申告をしない人は、平成24年分源泉徴収票の写し
　（職場から受け取り後）
・ 平成24年度課税台帳記載事項証明書（平成24年１月１

日現在、市外に住んでいた人のみ）
入所できる基準
　児童の保護者や同居している親族その他の人が児童福祉
法に基づき次の①から⑧のいずれかに該当し、児童を保育
することができないと認められる場合です。
①家庭の外で仕事をしている場合
② 家庭で児童と離れて、日常の家事以外の仕事（内職な

ど）をしている場合
③出産予定月の前２カ月である場合
④病気、負傷、心身に障がいがある場合
⑤ 長期にわたり病人や心身に障がいがある同居親族を常時

看護している場合
⑥火災などの災害による復旧にあたっている場合
⑦ 求職活動中である場合（基本的に入所後３カ月以内に就

労すること）
⑧ その他、前述の①から⑦に類する状態であると市長が認

める場合
保育料
　子どもの年齢と家庭の課税状況で算定されます。
その他
・ 定員を超える場合は、選考し他の保育所に入所していた

だくこともありますので予めご了承ください。
・ 本市以外の保育所を希望される場合も本市に申し込みが

必要になります。
平成25年５月以降に入所を希望する人
・ 入所を希望する前月の１日から15日までに入所申込書な

どをご提出ください。（１日付けで入所になります）
・ 育児休業中で職場復帰を予定している人は、早めにご相

談ください。

平 成 ２ ５ 年 度 保 育 園 入 園 児 を 募 集 し ま す
問い合わせ先　子育て支援課　☎ 0968(25)7214

▼保育所一覧
保育所名 住所 電話番号 定員 経営

主体
菊池第２さくら

幼楽園 隈府 785 0968(25)2918 120 私立

菊池第２幼楽園 隈府 441 0968(25)3035 90 私立

菊之池保育園 野間口 721 0968(25)3304 90 公立

花房保育園 出田 2515 0968(25)3223 60 公立

ルンビニ保育園 赤星 892-4 0968(25)3236 60 私立

あすなろ保育園 雪野 1738-3 0968(23)4006 70 私立
菊池ひかり

保育園 亘 109 0968(25)3419 120 私立
菊池さくら

保育園 豊間 304-2 0968(24)3880 80 私立
菊池みゆき

保育園 北宮 308-1 0968(25)3602 60 私立

菊池乳児保育園 野間口 826 0968(24)3848 30 私立

砦保育園 七城町流川 212 0968(25)2270 50 私立

加茂川保育園 七城町甲佐町
280-1 0968(25)3208 70 私立

清泉保育園 七城町林原 948-2 0968(26)4070 60 私立

北合志保育園 旭志麓 2915-39 0968(37)2809 50 私立

新明保育園 旭志新明 2554 0968(37)3126 80 私立

川辺保育園 旭志川辺 84-1 0968(37)2438 90 私立

泗水東保育園 泗水町富納 464-1 0968(38)3350 100 私立

富原保育園 泗水町吉富
175-46 0968(38)2252 120 私立

吉富保育園 泗水町吉富 2658 0968(38)3795 80 私立

田島保育園 泗水町田島 584-1 0968(38)2802 80 私立

福本保育園 泗水町福本 1792 0968(38)4651 120 私立

※定員は変更になる場合があります。
※ ４月に入所できる児童数は、各保育園の平成 24 年度か

らの継続入所児童数により異なります。
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎ 0968（38）2112

　
「
パ
パ
だ
っ
て
子
ど
も
と
遊
び
た
い
！
」

を
応
援
し
ま
す
。一
緒
に
歌
を
歌
っ
た
り
、

触
れ
合
っ
て
遊
ん
だ
り
し
て
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
間
に
マ

マ
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
!?

と　
き　
11
月
10
日
㈯　
午
前
10
時
30
分

と
こ
ろ　
児
童
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ぎ
室

　
（
菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
）

対
象
者　
６
ヵ
月
以
上
～
未
就
園
児
と
そ

の
父
親
（
祖
父
も
可
）

※ 

準
備
の
都
合
上
、
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

「
パ
パ
、
一
緒
に
あ
そ
ぼ
う
！
」

参
加
者
募
集

課　
程　
①
准
看
護
科

　
　
　
　
②
看
護
科
（
夜
間
定
時
制
）

募
集
人
員　
①
70
人　
②
50
人

修
業
年
限　
①
２
年　
②
３
年

願
書
受
付

　
①
12
月
３
日
㈪
～
12
月
11
日
㈫

　
②
11
月
19
日
㈪
～
11
月
27
日
㈫

試
験
日　
①
12
月
15
日
㈯

　
　
　
　
②
12
月
１
日
㈯

※ 

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.dai-kan.com

/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
大
牟
田
医
師
会
看
護
専
門
学
校　
　

　
☎
０
９
４
４
（
52
）
７
６
９
８

　
Ｒ
Ｋ
Ｋ
熊
本
放
送
で
は
県
内
の
美
し
い

風
景
、
歴
史
的
な
風
景
、
過
去
の
過
ち
を

伝
え
る
風
景
な
ど
、
後
世
に
残
し
た
い
風

景
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
採
用
さ
れ
た
風

景
は「
Ｒ
Ｋ
Ｋ
夕
方
い
ち
ば
ん
ニ
ュ
ー
ス
」

平
成
25
年
度　
看
護
学
生
募
集

「
熊
本
の
残
し
た
い
風
景
」
募
集

相
談

　
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
た
ま
ま
、
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
だ
け
の

簡
単
な
踊
り
で
す
。
歩
け
る
子
ど
も
さ
ん

は
一
緒
に
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
ま
し
ょ
う
。

子
育
て
中
で
も
体
を
動
か
し
た
い
お
母
さ

ん
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
11
月
８
日
㈭
・
15
日
㈭
・
22
日

㈭
・
29
日
㈭　
午
前
10
時
30
分

と
こ
ろ　
児
童
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ぎ
室

　
（
菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
）

対
象
者　
生
後
３
カ
月
以
上
～
未
就
学
児

と
そ
の
保
護
者

※
抱
っ
こ
ひ
も
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

　
菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー（
人
権
啓
発
課
）

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
２
６
２
７

「
マ
マ
と
レ
ッ
ツ
・
ダ
ン
ス
」

参
加
者
募
集
（
連
続
４
回
講
座
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

　
菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー（
人
権
啓
発
課
）

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
２
６
２
７

で
放
送
予
定
で
す
。

応
募
方
法　
①
具
体
的
な
場
所
②
選
ん
だ

理
由
③
ベ
ス
ト
の
季
節・時
間
を
明
記
し
、

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
記
入
し
て
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
〒
８
６
１

－

８
６
１
１

　
熊
本
市
中
央
区
山
崎
町
30

　
Ｒ
Ｋ
Ｋ
熊
本
放
送
報
道
部　
　

　
☎
０
９
６
（
３
２
８
）
５
６
７
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
（
３
５
５
）
２
０
３
１

　
電
子
メ
ー
ル　

shim
izu@

rkk.jp

　
子
育
て
や
家
族
の
こ
と
、仕
事
の
こ
と
、

体
の
こ
と
な
ど
、
悩
み
を
一
人
で
抱
え
込

ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
一
人
で
悩
ま
ず
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
臨
床
心
理

士
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
が
相
談
を
受
け
ま

す
。
予
約
制
で
す
の
で
事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ご
希
望
の
相
談
日
程
な
ど
を
伺

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
３

こ
こ
ろ
の
相
談

　
「
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
」「
家
族

が
認
知
症
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
お
悩

み
に
お
答
え
で
き
る
よ
う
、「
も
の
忘
れ

と　
き　
11
月
26
日
㈪
～
11
月
30
日
㈮

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　
徴
税
課

※
各
総
合
支
所
で
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　
徴
税
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
８

も
の
忘
れ
相
談
会

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
ご
家
族

を
対
象
に
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
話
を
し
ま
せ
ん
か
。
忙
し

い
毎
日
の
息
抜
き
の
時
間
と
し
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

と　
き　
11
月
28
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館

内　
容　
介
護
ミ
ニ
講
座
、
茶
話
会

問
い
合
わ
せ
先

　
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
６

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

相
談
」
を
行
い
ま
す
。
専
門
の
医
師
・
職

員
に
よ
る
相
談
会
で
す
。
ご
家
族
だ
け
で

も
結
構
で
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
無
料
。
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
27
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館
会
議
室

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
６

　
生
活
習
慣
病
を
予
防
・
改
善
す
る
た
め

の
健
康
づ
く
り
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
実

際
に
体
を
動
か
し
て
運
動
を
体
験
す
る
教

室
で
す
。
運
動
を
と
お
し
て
楽
し
く
健
康

づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
!?

対
象
者

　
市
内
在
住
の
人
（
病
気
療
養
中
で
主
治

医
よ
り
運
動
制
限
が
あ
る
人
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
）

と　
き

　
12
月
６
日
㈭
～
平
成
25
年
３
月
７
日
㈭

　
午
前
9
時
～
正
午　
全
10
回

内　
容　
別
表
の
と
お
り

　
肥
後
古
代
の
森
協
議
会
事
業
「
ふ
る
さ

と
歴
史
探
訪
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
菊
池
川
流
域
の
井

手
（
水
道
）
と
民
話
に
ま
つ
わ
る
史
跡
を

訪
れ
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
　
12
月
８
日
㈯

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
予
定

集
合
場
所　
菊
池
市
役
所

訪
問
予
定　
古
川
兵
戸
井
手
、
原
井
手
、

築
地
井
手
な
ど

※
貸
し
切
り
バ
ス
に
よ
る
見
学
で
す
。

募
集
期
間　
11
月
15
日
㈭
～
11
月
27
日
㈫

募
集
人
数　
50
人
程
度
（
先
着
順
）

参
加
料　
　
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ・申
込
先　
生
涯
学
習
課（
中

央
公
民
館
内
文
化
振
興
係
）

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
１
６
７
２

菊
池
市
健
康
づ
く
り
教
室

～
い
き
い
き
養
生
塾
第
４
期
生
～

参
加
者
募
集
！

「
肥
後
古
代
の
森　
ふ
る
さ
と
歴
史

探
訪
～
井
手
と
民
話
を
訪
ね
て
～
』

参
加
者
募
集

　
菊
池
郡
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
一
環
と

し
て
開
催
し
ま
す
。
熊
日
郡
市
対
抗
駅
伝

（
男
子
・
女
子
）
の
選
手
選
考
を
兼
ね
る

大
会
で
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

と　
き　
12
月
16
日
㈰

第
64
回
熊
日
菊
池
郡
市
マ
ラ
ソ
ン

大
会
参
加
者
募
集

募
集

▼別表
回数 と　き 内　容
１ 12 月６日 ㈭ 開講式　今日から始める健康づくり「10 年後も生き生き元気に自分らしく暮らせるために」
２ 12 月 13 日㈭ 「よーく知ろう私のからだ」検診結果から分かる「今」の自分
３ 12 月 19 日㈬ 「10 年後のなりたい自分に向けて」見つけよう！おやつとの上手な付き合い方
４ 12 月 26 日㈬ 知って納得！身体のしくみ（その１）「脂肪や血糖値を下げるコツ」「糖や脂肪がどんどん燃える」
５ 平成 25 年１月 10 日㈭ 知って納得！身体のしくみ（その２）「LDL コレステロールを下げるコツ」メリハリボディをつくろう !!
６ １月 17 日㈭ みなさん頑張っていますよ！～知りたいっ　みんなの成功体験～
７ １月 24 日㈭ 養生劇場開演　もっと食べたいし、めんどうだなぁ…。「こんな時、私ならどうしよう ??」
８ １月 31 日㈭ 朝食　血液検査　運動の効果を確かめよう！体力測定いきいきクイズでしっかり復習
９ ２月７日㈭ 閉講式　10 年後もいきいき元気をめざして～これまでの取り組みの成果を確かめよう～
10 ３月７日㈭ 終了して１カ月みんなはどうしてる？取り組みの報告会

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
集
合

　
　
　
　
午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

と
こ
ろ　
菊
池
市
浄
水
セ
ン
タ
ー
（
菊
池

市
赤
星
）　
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

参
加
料　
４
０
０
円
（
保
険
料
を
含
む
）

コ
ー
ス　

・ 

一
般
・
高
校
男
子
の
部　
10
㌔

  

（
完
走
制
限
時
間
50
分
以
内
）

・
一
般
・
高
校
女
子
の
部　
４
㌔

・
中
学
生
男
子
の
部　
　
　
４
㌔

・
中
学
生
女
子
の
部　
　
　
４
㌔

参
加
資
格　
菊
池
郡
市
内
に
住
民
登
録
し

て
い
る
一
般
・
高
校
・
中
学
生

申
込
期
限　
11
月
30
日
㈮

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　
菊
池
郡
市
体
育

協
会
（
社
会
体
育
課
内
）

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
３
４

と
こ
ろ　
菊
池
養
生
園

定　
員　
30
人

参
加
料　
１
２
２
０
円
（
食
事
代
、
血
液

検
査
料
）

※ 

歩
数
計
を
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
養

生
園
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

申
込
期
限　
11
月
30
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
８

　
各
総
合
支
所
民
生
課
衛
生
福
祉
係

　
菊
池
養
生
園

　
☎
０
９
６
８
（
38
）
２
８
２
０

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
生
徒
・
受
講
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
無
料
の
案
内
書

を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

募
集
内
容　
平
成
25
年
度
高
等
学
校
普
通

科
（
３
年
制
）
生
徒
、
生
涯
学
習
通
信
講

座
受
講
者

出
願
期
間

・
高
等
学
校
普
通
科　
推
薦
入
学

　
平
成
25
年
１
月
18
日
㈮
～
１
月
24
日
㈭

・
高
等
学
校
普
通
科　
一
般
入
学

　
平
成
25
年
１
月
25
日
㈮
～
４
月
30
日
㈫

・
生
涯
学
習
通
信
講
座　
通
年

問
い
合
わ
せ
先

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園　
　

　
☎
０
４
２
（
５
７
２
）
３
１
５
１

　
案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
１
２
０
（
06
）
８
８
８
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園　
生
徒
募
集
中
！
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎ 0968（38）2112

市
民
の
広
場

第
26
回
龍
門
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

と　
き　
11
月
18
日
㈰
午
前
9
時
30
分
～

と
こ
ろ　
竜
門
ダ
ム
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
広
場

内　
容　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
龍
門
の

農
家
が
丹
精
込
め
て
栽
培
し
た
農
産
物

（
原
木
シ
イ
タ
ケ
や
米
な
ど
）
の
競
り
市

が
行
わ
れ
ま
す
。
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に

龍
門
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
龍
門
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

実
行
委
員
会　
松ま

つ
や
ま山

　
☎
０
９
０
（
９
５
７
６
）
５
９
３
６

花
房
飛
行
場
の
戦
争
遺
産
を

未
来
に
伝
え
る
会

と　
き　
11
月
10
日
㈯

　
受
付　
午
後
１
時

　
講
演　
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　
富
の
原
保
育
園

　
地
域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
認

知
症
を
理
解
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
11
月
20
日
㈫　
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
福
祉
会
館
２
階

　
　
　
　
大
研
修
室

※
講
座
修
了
者
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
の
証
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
差
し

上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
６

開
催
日　
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※ 

こ
れ
以
外
の
日
程
で
も
相
談
に
応
じ
ま

す
。

費　
用　
無
料

内　
容　
▼
国
の
財
布
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
？
▼
金
融
経
済
教
育
▼
景
気
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
？
▼
国
有
財
産
は
ど
の
よ

う
に
生
か
さ
れ
て
い
る
の
？　
な
ど

※ 

そ
の
他
の
内
容
で
も
相
談
に
応
じ
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　
九
州
財
務
局

　
財
務
広
報
相
談
官　
福ふ

け家
・
井い

ど戸

　
☎
０
９
６
（
３
５
３
）
６
３
５
１

講
演
・
講
習

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

九
州
財
務
局
「
出
前
講
座
」

　

借
金
問
題
で
お
悩
み
の
人
、
相
談
員
、

弁
護
士
や
司
法
書
士
が
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
事
業
者
向
け
の
相
談
や
臨
床
心
理

士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
も
お
受
け

し
ま
す
。（
要
予
約
）

と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
16
日
㈮　
和
水
町
中
央
公
民
館

　
12
月
３
日
㈪　
八
代
市
役
所　

　
受
付
時
間　
午
後
０
時
30
分

　
　
　
　
　
　
～
３
時
30
分

　
相
談
時
間　
１
人
70
分

問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
（
３
８
３
）
０
９
９
９

実
施
期
間　
11
月
12
日
㈪
～
11
月
18
日
㈰

受
付
時
間

　
12
～
16
日　
午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
　
～
午
後
７
時

　
17
・
18
日　
午
前
10
時
～
午
後
５
時　

実
施
方
法　
専
用
電
話
番
号

　
☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

相
談
担
当
者

　
人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員

相
談
内
容　
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
（
Ｄ
Ｖ
）、
職
場
な
ど
で
の
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
女
性
を
め
ぐ

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

そ
の
他　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
熊
本
法

と　
き　
11
月
９
日
㈮

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館　

相
談
員　
不
動
産
鑑
定
士　
２
人

相
談
内
容　
不
動
産
の
価
格
・
賃
料
・
利

用
な
ど
に
関
す
る
こ
と
。

問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　
☎
０
９
６
（
３
８
５
）
５
０
２
０

多
重
債
務
無
料
相
談
会

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

不
動
産
鑑
定
巡
回
無
料
相
談
会

務
局
で
は
開
庁
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で
常
時
同
じ
専
用
電
話

番
号
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
皆
さ
ん
が
知
ら
せ

た
い
と
思
う
情
報
を
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

一
つ
の
投
稿
に
つ
き
、
タ
イ
ト
ル
を
含
め

て
16
文
字
×
18
行
ま
で
掲
載
で
き
ま
す
。

　
投
稿
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
が
、
編

集
の
都
合
上
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
長
公
室
広
報
広
聴
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
０

　
メ
ー
ル

　

kouhou@
city.kikuchi.lg.jp

と　
き　
平
成
25
年
１
月
13
日
㈰

　
受
付　
午
前
10
時

　
開
会　
午
前
10
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

と　
き

　
11
月
10
日
㈯
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
11
月
11
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
熊
本
刑
務
所

内　
容　
所
内
見
学
、
バ
ザ
ー
、
各
種
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ほ
か

問
い
合
わ
せ
先　
熊
本
刑
務
所

　
☎
０
９
６
（
３
６
２
）
３
５
１
３

と　
き　
毎
週
水
曜
日　
午
前
10
時
30
分

と
こ
ろ　
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室

　
（
菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
）

内　
容　
歌
、
手
遊
び
、
リ
ズ
ム
運
動
、

読
み
聞
か
せ
な
ど

対　
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー
（
人
権
啓
発
課
）

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
２
６
２
７

　
竹
灯
籠
や
竹
を
使
っ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

を
市
民
広
場
や
菊
池
神
社
な
ど
に
展
示
し

ま
す
。
11
月
22
日
「
い
い
夫
婦
の
日
」
は

フ
ィ
ナ
ー
レ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、「
縁
結

びD

デ

ュ

オ

U
O

：F

フ

レ

ー

ム

ram
e

」
の
ラ
イ
ブ
や
地
元

の
特
産
品
を
使
っ
た
鍋
料
理「
地じ

ぐ

な

べ

具
鍋
」（
限

定
３
０
０
食
）
を
振
る
舞
い
ま
す
。

と　
き　
11
月
３
日
㈯
～
11
月
18
日
㈰

　
期
間
中
の
㈯
・
㈰　
午
後
6
時
～

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
イ
ベ
ン
ト

　
11
月
22
日
㈭　
午
後
6
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
民
広
場
ほ
か

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
観
光
協
会

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
０
５
１
３

イ
ベ
ン
ト

菊
池
市
成
人
式

熊
本
矯
正
展

す
く
す
く
講
座
開
催

菊
少
ま
つ
り
～
笑
っ
て
、
食
べ
て
、

楽
し
ん
で
～

ほ
の
宵
ま
つ
り

第
11
回
き
く
ち
の
灯
り
万
華
灯

対
象
者　
平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

５
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
人

※ 

対
象
者
に
は
10
月
下
旬
に
案
内
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
案
内
が
届
い
て
い
な
い

人
、
市
外
在
住
で
菊
池
市
成
人
式
に
出

席
を
希
望
す
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課

　
☎
0
9
6
8
（
25
）
7
2
3
2

　
約
３
万
本
の
ろ
う
そ
く
の
灯
り
で
巨
大

な
地
上
絵
を
創
り
出
す
万
華
灯
。
当
日
は

万
華
灯
作
成
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け

る
人
は
、
午
前
10
時
に
お
集
ま
り
く
だ
さ

い
。翌
日
は
片
付
け
し
な
が
ら
楽
し
い「
お

宝
探
し
」
を
実
施
し
ま
す
。

と　
き
（
雨
天
順
延
）

　
11
月
23
日
㈮
㈷　
午
後
５
時
30
分
点
火

・
片
付
け
し
な
が
ら
「
お
宝
探
し
」

　
11
月
24
日
㈯　
午
前
８
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
観
光
協
会

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
０
５
１
３

テ
ー
マ　
「
新
発
見
米
軍
空
撮
写
真
か
ら

見
る
爆
撃
前
後
の
菊
池
飛
行
場
１
９
４
５

年
５
月
13
日
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
」

講　
演　
「
新
発
見
米
軍
空
撮
写
真
か
ら

見
る
爆
撃
前
後
の
菊
池
飛
行
場
」

　

 

肥
後
考
古
学
会
幹
事
・
熊
本
の
戦
争
遺

跡
研
究
会
理
事　
高た

か
た
に谷

和か
ず
お生

氏

※
他
に
証
言
や
現
地
見
学
会
な
ど
予
定

問
い
合
わ
せ
先　
花
房
飛
行
場
の
戦
争
遺

産
を
未
来
に
伝
え
る
会
事
務
局　
小お

さ
な
い

山
内

　
☎
０
９
６
８
（
38
）
４
２
８
２

第
15
回
居
屋
敷
の
里
交
流
会

　
楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
お
楽
し
み

抽
選
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
＋
ジ
ュ
ー
ス
（
１
０
０
円
）・

餃
子
や
新
鮮
な
野
菜
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
ぜ
ひ
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
。

と　
き　
11
月
23
日
㈮
㈷

と
こ
ろ　
障
害
者
支
援
施
設
居
屋
敷
の
里

臨
時
駐
車
場　
社
会
福
祉
協
議
会
七
城
支

所（
居
屋
敷
の
里
ま
で
送
迎
を
行
い
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
先　
居
屋
敷
の
里　
坂さ

か
も
と本

　
☎
０
９
６
８
（
24
）
５
２
１
０

映
画
の
よ
う
な
ラ
イ
ヴ
空
間
を
創
造
す
る

c

シ

ネ

マ

inem
a d

ダ

ブ

ub m

モ
ン
ク
ス

onks

来
熊
決
定
！

と　
き　
11
月
9
日
㈮　
午
後
９
時
～

と
こ
ろ　
バ
ーS

ス
ペ
ー
ス

pace

　
菊
池
市
隈
府
１
１
２
１

－

６　
3
階

　
☎
０
９
６
８
（
24
）
０
３
０
４

料　
金　
前
売
り　
２
５
０
０
円

　
　
　
　
当　
日　
３
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　
高
木
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
１
９
６
３

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
童
謡
・
唱
歌
・
思
い
出
の
歌
、
老
人
施

設
で
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い
ま
せ
ん
か
。

年
齢
性
別
不
問
。
日
舞
・
フ
ラ
・
楽
器
伴

奏
で
き
る
人
歓
迎
。

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会　
宮み

や
た
け武

三さ
ぶ
ろ
う郎　

　
☎
０
９
０
（
８
６
２
０
）
１
３
６
４

ヨ
ー
ガ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
シ
ャ
ン
テ
ィ
・
ハ
ー
ト
』

　
お
一
人
で
も
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
！

と　
き　
11
月
20
日
㈫
（
毎
月
第
３
火
曜

日
）　
午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
ヨ
ー
ガ
は
無
料
で
す
が
、
施
設
使
用
料

（
無
料
～
３
０
０
円
）
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
シ
ャ
ン
テ
ィ
・
ハ
ー
ト　
田た

し
ろ代

　
☎
０
９
６
８
（
26
）
４
４
４
９

第
28
回
雪
野
収
穫
祭

と　
き　
12
月
２
日
㈰　
午
前
９
時
開
会

と
こ
ろ　
雪
野
ふ
る
さ
と
広
場
（
北
向
）

内　
容　
特
産
物
の
セ
リ
ほ
か

問
い
合
わ
せ
先　
栗く

り
は
ら原

☎
０
９
０
（
３
７
３
５
）
３
３
８
９

と　
き　
11
月
11
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
菊
池
少
年
自
然
の
家

　
（
菊
池
市
原
４
８
８
５

－

５
）

参
加
費　
一
般　
１
人
１
０
０
円

　
高
校
生
以
下　
１
人　
５
０
円

※
未
就
園
児
は
無
料

内　
容　
木
工
ス
ト
ラ
ッ
プ
・
ペ
ン
ダ
ン

ト
作
り
、
ヤ
マ
メ
掴
み
、
菊
少
カ
レ
ー
、

ミ
ニ
軽
ト
ラ
市
に
よ
る
食
べ
物
販
売
ほ
か

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
少
年
自
然
の
家

　
☎
０
９
６
８
（
27
）
０
０
６
６
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内　容
　健康体操　
　講演　『笑う門に健康来る』
　講師　中井宏次（薬家きく臓）先生
　　　　NPO 法人健康笑い塾　主宰
イベントコーナー
　午後０時 30 分～午後１時 30 分
　午後３時 30 分～午後４時 30 分
・生活習慣病予防コーナー
　医師による健康相談、骨密度測定、血管老化度チェック
・歯科コーナー
　 歯科検診・相談、フッ化物塗布、顕微鏡で自分の歯垢を

のぞいてみよう、歯周病簡単チェック
・食生活コーナー
　 糖尿病予防食展示、食品に含まれる砂糖や塩分の展示、

米粉を使ったおやつの試食、ヘルシーおやつの試食
・保健所コーナー
　薬の正しい飲み方相談、薬物乱用防止啓発など
送迎バス
　当日は各施設の玄関前から送迎バスが出ます。ぜひご利
用ください。
・会場行き
　菊池市役所　　午後０時20分
　七城総合支所　午後０時40分
　旭志総合支所　午後０時40分
・会場発（帰り）
　菊池市泗水ホール　午後４時、午後４時30分

プロフィール

と　き　11 月 17 日 ( 土 )
　　　　受付　午後１時
　　　　開会　午後１時 30 分
ところ　菊池市泗水ホール
問い合わせ先
　健康推進課　☎ 0968(25)7219

健康づくり大会

1975 年大阪薬科大学卒業、吉
富（現田辺三菱製薬会社）入社。
2007 年退社。同時に「医笑同源
　笑い（ユーモア）で心豊かな
歓びのある生活を！」をテーマに

「NPO 法人健康笑い塾」を設立し、
生活における笑いの重要性を啓発
活動している。一方、大学でも非
常勤講師として「笑いと健康」「笑
いと医療」「医療コミニュケーショ
ン」の講座を担当し、教職として
も「教育と笑い」をベースにこれ
からの人材育成・予防笑学に情熱
を注いでいる。また〝薬家きく臓〟
の芸名で落語も嗜んでいる。

中
な か い

井宏
こ う じ

次先生
（薬家きく臓）

11月23日
㈷

なみかわ小児科（小） 大津町 096（293）1163
赤星医院（内・皮・呼） 菊池市 0968（25）2738
樽美外科整形外科医院（整・リハ） 大津町 096（293）2100
菊南皮ふ科医院（皮・内） 合志市 096（345）0107

11月25日
㈰

まつもとこどもクリニック（小・ア） 合志市 096（338）8960

東熊本第二病院（内） 菊陽町 096（232）3939

城間クリニック（整・リハ） 菊池市 0968（25）2506

古賀眼科（眼） 大津町 096（293）1411

まつおか歯科医院 菊陽町 096（292）3080

12月２日
㈰

まつおか小児科内科（小・内） 合志市 096（227）6213

本多内科胃腸科医院（内・外） 菊陽町 096（232）2021

後藤整形外科医院（整） 菊池市 0968（25）2906

副島耳鼻咽喉科クリニック（耳・ア） 合志市 096（249）1777

もとだ歯科医院 菊池市 0968（38）6373

12月９日
㈰

よしもと小児科（小・ア・内） 菊陽町 096（233）2520

宮原内科皮フ科医院（内・皮） 菊陽町 096（232）8383

岸病院（外・麻・内・呼・循） 菊池市 0968（38）2750

友田皮ふ科医院（皮） 合志市 096（248）6211

林歯科医院 菊池市 0968（24）4182

12月16日
㈰

古川医院（内・小・外） 菊陽町 096（232）1566

山縣医院（内・神） 大津町 096（293）4430

山下胃腸科クリニック（胃・内） 合志市 096（345）0600

黒川産婦人科医院（産・婦） 菊池市 0968（25）1071

たかはし歯科医院 菊池市 0968（38）5199

11月３日
㈷

宮本内科クリニック（内・循・小） 菊池市 0968（25）2047

仁誠会クリニック光の森（内・外） 菊陽町 096（285）3466

岩倉整形外科医院（整・形成・リハ・麻） 大津町 096（293）8888

温耳鼻咽喉科医院（耳） 合志市 096（248）6188

栄町薬局 菊池市 0968（23）0086

11月４日
㈰

みやの小児科（小・内） 合志市 096（248）5800

ふじおか内科（内・消・循） 菊陽町 096（232）7550

菊陽台病院（整・内・リハ・リウ） 菊陽町 096（232）1191

かつき皮膚科医院（皮） 菊池市 0968（24）5500

いとう歯科クリニック 菊陽町 096（285）5882

11月11日
㈰

武蔵しもむら医院（小・内・ア） 菊陽町 096（339）7561

たしろクリニック（胃・肛・消・内・ア・リハ） 大津町 096（340）3220

熊本リハビリテーション病院（整・リハ） 菊陽町 096（232）3111

米田産婦人科医院（産・婦・麻） 菊池市 0968（25）2589

千々岩歯科医院 合志市 096（242）4681

11月18日
㈰

河野内科クリニック（内・呼・ア・消・循・小） 菊陽町 096（233）1717

しばた内科クリニック（ 内・呼・消・ア） 大津町 096（293）2050

菊池中央病院（外・整・内） 菊池市 0968（25）3141

菊陽レディースクリニック（産・婦） 菊陽町 096（213）5656

増永歯科医院 菊池市 0968（25）2285

休日在宅当番医
※ 変更される場合があります。最新情報は、菊池郡市医師会テレ

ホンサービスセンター☎ 0968(25)3300 でご確認ください。

今
いまむら

村　公
こうよう

洋くん
（３歳○菊　柿木平）
母：仁美さん

マ
マ
大
好
き
‼

H21年
11月10日
生まれ

水
みずかみ

上　樹
じゅな

奈ちゃん
（１歳○旭　津留）
父：敏樹さん　母：範子さん

た
く
さ
ん
食
べ
て

大
き
く

な
り
ま
ー
す
。

H23年
11月７日
生まれ 緒

おがた

方　心
こはる

春ちゃん
（１歳○泗　久米二区）
父：誠さん　母：理江さん

緒
方
家
の
み
ん
な
、

い
つ
も
か
わ
い
が
っ
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
♡

H23年
11月９日
生まれ渡

わたなべ

邉　なほちゃん
（１歳○菊　立石）
父：善久さん　母：裕美子さん

H23年
11月19日
生まれ

ほ
っ
ぺ
が
落
ち
そ
う

な
私
♡
元
気
い
っ
ぱ

い
遊
ん
で
る
よ
！

平
ひらき

木　久
く り ゅ う

利生くん
（３歳○菊　北宮）
父：弘一さん　母：れい子さん

H21年
11月２日
生まれ

歌
が
だ
～
い
す
き
！

ど
っ
こ
の
こ
の

キ
ノ
コ
♪

武
むとう

藤　花
は な

奈ちゃん
（２歳○菊　東正観寺）
父：勝典さん　母：比呂子さん

皆
、い
つ
も
あ
り
が
と

う
！
元
気
い
っ
ぱ
い

育
っ
て
ま
す
‼

H22年
11月13日
生まれ

安
やすたけ

武　佑
ゆうま

真くん
（２歳○旭　伊萩）
父：孝浩さん　母：佳織さん

H22年
11月４日
生まれ

じ
い
じ
、ば
あ
ば

い
つ
も
遊
ん
で
く
れ

て
ア
リ
ガ
ト
‼

中
なかしま

嶋　柊
とうご

吾くん
（３歳○菊　西正観寺）
父：大樹さん　母：美佐子さん

H21年
11月２日
生まれ

オ
レ
も

お
兄
ち
ゃ
ん
に

な
っ
た
ぜ
～

合
ごうと

戸　朱
あすみ

澄ちゃん
（３歳○菊　高野瀬）
父：勝さん　母：みどりさん

弟
が
う
ま
れ
ま
し
た
。

薫
大
好
き
♡
い
っ
ぱ

い
あ
そ
う
ぼ
う
ね
‼

H21年
11月18日
生まれ

荒
あらき

木　香
かすみ

澄ちゃん
（１歳○菊　北宮）
父：新二さん　母：沙央里さん

じ
い
ち
ゃ
ん
、ば
あ

ち
ゃ
ん
、い
つ
も
あ

り
が
と
う
♡

H23年
11月28日
生まれ

川
かわかみ

上　愛
あ り あ

理亜ちゃん

（１歳○菊　北原）
父：健太さん　母：絵美里さん

H23年
11月14日
生まれ

お
姉
ち
ゃ
ん
、お
兄
ち
ゃ

ん
、い
つ
も
遊
ん
で
く
れ

て
あ
り
が
と
う
♡

矢
や の

野　裕
ゆ り さ

梨沙ちゃん
（１歳○旭　高柳）
父：祐二さん　母：由香里さん

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
い
つ
も
あ
り
が
と
う
！

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
♡

H23年
11月20日
生まれ

横
よ こ た

田　空
く う や

耶くん
（１歳○泗　吉富）
父： 一晃さん　母： 由貴さん

と
う
ま
兄
ち
ゃ
ん

大
好
き
。い
っ
ぱ
い

遊
ん
で
ね
☆

H23年
11月20日
生まれ

山
やまぐち

口　陽
は る き

輝くん
（３歳○菊　深川）
父： 博之さん　母： 法子さん

H21年
11月29日
生まれ

じ
い
ち
ゃ
ん

ば
あ
ち
ゃ
ん

い
つ
も
あ
り
が
と
う

上
うえの

野　響
う た

詩くん
（２歳○菊　袈裟尾）
父：元嗣さん　母：可奈子さん

深
川
の
じ
い
じ
、ば
あ

ば
、
に
い
に
い
、
ね
え

ね
え
、だ
あ
い
す
き
♡

H22年
11月８日
生まれ

永
ながた

田　健
けん

くん
（３歳○菊　上西寺）
父：欽也さん　母：由紀子さん

H21年
11月24日
生まれ

心
兄
ち
ゃ
ん
、蓮
兄
ち
ゃ

ん
み
た
い
に
、は
や
く
大

き
く
な
り
た
い
な
。

熊
くまみ

見　玲
れ お

皇くん
（３歳○菊　野間口）
父：雄樹さん　母：まこさん

H21年
11月29日
生まれ

玲
咲
ち
ゃ
ん

大
好
き
♡

仲
良
く
あ
そ
ぼ
う
ね
‼

東
ひがし

　萌
み ゆ

結ちゃん
（２歳○菊　乙森北）
父：英二郎さん　母：恵理歌さん

H22年
11月９日
生まれ

あ
い
し
ゅ
大
好
き
♡

美
咲
ま
た
い
た
ず
ら

し
よ
う
ね
♡

永
ながた

田　晋
しん

くん
（１歳○泗　永）
父：雅洋さん　母：加奈さん

H23年
11月30日
生まれ

じ
い
じ
、ば
あ
ば
、

い
つ
も

あ
り
が
と
う
♡

上
うえだ

田　晄
こうせい

生くん
（３歳○泗　富の原北）
父：恭裕さん　母：美智子さん

に
い
に
達
、い
つ
も

遊
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
♡

H21年
11月18日
生まれ

坂
さかもと

本　光
みつき

絆くん
（２歳○旭　妻越）
父：正輝さん　母：飛鳥さん

ね
え
ね
大
好
き
♡

い
つ
も
マ
ネ
ッ
子

ば
っ
か
り
で
す
。

H22年
11月18日
生まれ

城
じょう

　乃
の こ

子ちゃん
（２歳○菊　片角）
父：勝博さん　母：智美さん

H22年
11月30日
生まれ

お
ね
え
ち
ゃ
ん
や

お
友
達
と
毎
日
楽
し

く
遊
ん
で
い
ま
す
♪

山
やました

下　蒼
そうすけ

介くん
（１歳○泗　桜山三区）
父：健治さん　母：千恵さん

10
月
か
ら

保
育
園
デ
ビ
ュ
ー

頑
張
り
ま
す
‼

H23年
11月１日
生まれ

荒
あらき

木　楓
ふうが

雅くん
（３歳○泗　永）
父：義隆さん　母：ミカさん

じ
い
ち
ゃ
ん
、

ば
あ
ち
ゃ
ん
、

い
つ
も
あ
り
が
と
う
!!

H21年
11月17日
生まれ
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